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諮 問 書 

 

富良野市学校教育指導委員会   

委員長 小 山 正 道 様 

 

次に掲げる事項について，理由を添えて諮問します。 

 

「国際理解教育の推進について」 

  １．グローバル社会に対応する国際理解教育の推進について 

 

 

平成２０年７月２日 

富良野市教育委員会教育長 宇佐見 正 光 

 

（ 諮問の理由 ） 

少子高齢化をはじめとして今日，社会の様々な分野で大きな変革があり，教育において

も，一昨年１２月に教育基本法の一部，そして，昨年６月に教育関連３法が改正されまし

た。さらに，本年３月に新学習指導要領が告示され，それらに対応した課題が山積してお

ります。 

本市においても昨年，平成２０年度以降の将来を見据えた「自立と共生をめざす学校教

育の充実」をテーマに学校教育中期計画（５ヵ年計画）を策定しました。さらに，時代の

要請や富良野市の特性を十分踏まえ，グローバル社会に対応する「国際理解教育の推進に

ついて」を掲げ，新学習指導要領プロジェクトと推進校として実践する山部小学校と連携

し，児童生徒一人ひとりの視点に立った推進計画についてご審議願います。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



答 申 書 
 

                                 平成２１年１月１３日 

 

富良野市教育委員会教育長 

宇佐見 正 光 様 

 

                     富良野市学校教育指導委員会委員長 

小 山 正 道 

 

国際理解教育の推進について～グローバル社会に対応する国際理解教育の推進について～

（答 申） 

 
 本委員会は，平成２０年７月２日に富良野市教育委員会教育長より「国際理解教育の推

進」について諮問を受けました。 

 国際理解教育は，ユネスコ（国連教育科学文化機関）憲章の前文「国際理解のための教

育」（1947 年～）のように，古くから国際的に平和な社会を形成する市民を養成するため

の教育として，世界的に取り組まれてきています。 

 日本においても改訂ごとの学習指導要領で，国際理解に関する記載がされてきた経緯が

ありますが，特に総合的な学習の時間が設定されて後，取組の一層の改善と充実が図られ

てきています。   

今回改訂された，新学習指導要領総則の前文にも「このような知識基盤社会化やグロー

バル化は，アイディアなどの知識そのものや人材をめぐる国際競争を加速させる一方で，

異なる文化や文明との共存や国際協力の必要性を増大させている」と記され，大きな取組

課題であることがわかります。 

 国際理解教育とは何か。本委員会においては，まずこのことから共通認識に立とうと委

員全員で学習を深めることから出発し，さらに，アンケート調査を実施する中で，国際理

解教育についての今後の取り組み方について答申案としてまとめをいたしました。「現場

で先生方に見てもらえて使ってもらえる」ことを一つの視点として作成いたしましたので，

目の前の子どもたちのために，明日の授業のためにぜひ身近において活用されんことを願

っております。 

 本委員会を支えてくださいました教育委員会，アンケートに御協力をいただきました市

内の先生方をはじめ関係の皆様に心から御礼を申し上げます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答申の方法】 

 

⑴ 学校教育指導委員会として国際理解教育について研修を深め，グローバル社会に対応する国 

際理解教育の在り方を示す。 

⑵ 市内小・中学校の教員を対象にアンケート調査を実施し，国際理解教育に関する教員の意識 

や取組状況等を把握するとともに，グローバル社会に対応する国際理解教育推進の手がかりと 

する。 

⑶ 市内小・中学校が国際理解教育を推進する際の参考資料として実践事例を作成する。 

⑷ 市内小学校が外国語活動を推進する際の参考資料として山部小学校の外国語活動の取組に関 

する資料を掲載する。 

⑸ 答申の内容や構成を明瞭簡潔なものにし，平易な文章や適切な資料提示に努める。  
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Ⅰ グローバル社会に対応する国際理解教育の推進 
 

平成 20 年 3 月，社会の変化や子どもたちの現状を踏まえ，「生きる力」をはぐくむ理念を継承して 

新しい学習指導要領が告示されました。 

新学習指導要領の趣旨を踏まえ，子どもたちに「生きる力」をはぐくむために，これからの国際理

解教育をどのように押さえ，どのように進めていくべきかを考えていきます。 

  

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会（平成 20 年 1 月）では，

「1990 年代半ばから現在にかけて顕著になった，『知識基盤社会』（＊１）の時

代などと言われる社会の構造的な変化の中で，『生きる力』（＊２）をはぐくむと

いう理念はますます重要になっている。21 世紀は，新しい知識・情報・技術が

政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛躍的に

重要性を増す，いわゆる『知識基盤社会』の時代であると言われている。知識

基盤社会化やグローバル化は，アイディアなどの知識そのものや人材をめぐる

国際競争（＊３）を加速させるとともに，異なる文化・文明との共存や国際協力

（＊４）の必要性を増大させている。」と述べています。 

 
 

（＊１）知識基盤社会（knowledge-based society）の特質 

① 知識には国境がなく，グローバル化が一層進む。 

② 知識は日進月歩であり，競争と技術革新が絶え間なく生まれる。 

③ 知識の進展は旧来のパラダイムの転換を伴うことが多く，幅広い知識と柔軟な思考力に基づく判断

が一層重要になる。 

④ 性別や年齢を問わず参画することが促進される。 

 

（＊２）生きる力 

基礎・基本を確実に身に付け，いかに社会が変化しようと，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，

主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解決する資質や能力，自らを律しつつ，他人とともに協調し，

他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性，たくましく生きるための健康や体力など。 

 
（＊３）競争 

事前規制社会から事後チェック社会への転換が行われており，金融の自由化，労働法制の弾力化など

社会経済の各分野での規制緩和や司法制度改革などの制度改革が進んでいる。このような社会において，

自己責任を果たし，他者と切磋琢磨しつつ一定の役割を果たすためには，基礎的・基本的な知識・技能

の習得やそれらを活用して課題を見いだし，解決するための思考力・判断力・表現力等が必要である。

しかも，知識・技能は，陳腐化しないよう常に更新する必要がある。生涯にわたって学ぶことが求めら

れており，学校教育はそのための重要な基盤である。 

 

（＊４）共存・協力 

国や社会の間を情報や人材が行き交い，相互に密接・複雑に関連する中で，世界や我が国社会が持続

可能な発展（＊５）を遂げるためには，環境問題や少子・高齢化といった課題に協力しながら積極的に対

応することが求められる。このような社会では，自己との対話を重ねつつ，他者や社会，自然や環境と

共に生きる，積極的な「開かれた個」であることが求められる。また，グローバル化の中で，自分とは

異なる文化や歴史に立脚する人々と共存していくためには，自らの国や地域の伝統や文化についての理

解を深め，尊重する態度を身に付けることが重要になっている。 

 

（＊５）持続可能な発展 

2004 年（平成 16 年）の国連総会では，持続可能な発展のためには，教育が極めて重要な役割を担う

との認識の下，2005 年（平成 17年）より始まる 10年間を「国連持続可能な開発のための教育の10年」

（ＥＳＤ:Ｅducation for Ｓustainable Ｄevelopment）とすることが全会一致で決議された。なお，持

続可能な発展とは，「環境と開発に関する世界委員会」が 1987 年（昭和 62年）に公表した報告書で取り

上げられた概念であり，将来の世代の欲求を満たしつつ，現在の世代の欲求も満足させるような発展を

指し，環境の保全，経済の開発，社会の発展を調和の下に進めていくことを目指している。 

 

１「知識基盤社

会」の時代と

「生きる力」 
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第 15 期中央教育審議会（平成 8年 7月）では，「国際化が急速に進展する中

で，絶えず国際社会に生きているという広い視野を持つとともに，国を超えて

相互に理解し合うことは，ますます重要な課題となりつつある。加えて，経済

大国となった我が国は，地球環境問題への対応や科学技術や文化の面などで，

今後一層積極的に国際社会に貢献し，世界の安定と発展に寄与していくことが

必要である。」と述べています。 

そして，国際理解教育のねらいとして次の３点を示しました。〈図１参照〉 

 

【国際理解教育のねらい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図１＞ 

国際理解教育（Education for International Understanding） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

○ 広い視野を持ち，異文化を理解するとともに，これを尊重する態度

や異なる文化を持った人々と共に生きていく資質や能力の育成を図る

こと 

 

○ 国際理解のためにも，日本人として，また，個人としての自己の確

立を図ること 

 

○ 国際社会において，相手の立場を尊重しつつ，自分の考えや意思を

表現できる基礎的な力を育成する観点から，外国語能力の基礎や表現

力等のコミュニケーション能力の育成を図ること 

２ 国際理解教

育について 

 

国際化の一層の進展 

◆ 日常生活において異なる文化や生活習慣を持

つ外国の人々と接する機会の増大 

◆ 外国に出かけて様々な異文化に接する機会の

増大 

◆ 日本を離れ外国社会の中で暮らす機会の増大 

人間として普遍的な資質や能力の要求 

◆ どんな環境でも自分を見失わず，柔軟に対応

できる力 

 

主体性，意欲，礼儀正しさ，思いやりなど 

国際的視野に立って主体 

的に行動するために必要 

と考えられる資質・能力 

の基礎を育成することを 

目的とした教育活動 

異文化と共生でき

る資質や能力 

 

自己の確立 

 

コミュニケーショ

ン能力 

広い視野を持ち，異文化を理解

するとともに，これを尊重する

態度や異なる文化を持った

人々と共に生きていく資質や

能力の育成を図ること 

 

国際社会において，相手の立

場を尊重しつつ，自分の考え

や意思を表現できる基礎的

な力を育成する観点から，外

国語能力の基礎や表現力等

のコミュニケーション能力

の育成を図ること 

国際理解のためにも，

日本人として，また，

個人としての自己の

確立を図ること 

国際化対応への３つの視点 
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文部科学省調査研究協力者会議「初等中等教育における国際教育推進検討会 

（平成 17 年 8 月）」では，「国際化が一層進展している社会においては，国際

関係や異文化を単に『理解』するだけでなく，自らが国際社会の一員としてど

のように生きていくかという主体性を一層強く意識することが必要である。」

と述べています。 

そして，国際理解教育から国際教育へと基本的な方向性が示されるとともに 

国際教育のねらいとして次の３点を示しました。〈図２参照〉 

 

【国際教育のねらい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図２＞ 

「国際理解教育」と「国際教育」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
①異文化や異なる文化を持つ人々を受容し 

 「つながる」ことのできる力 

②自らの国の伝統・文化に根ざした自己の 

 確立 

③自ら発信し行動することのできる力 

 
 
①異文化を理解し，これを尊重・共生 

 できる資質・能力 

②自己の確立 

 

③コミュニケーション能力 

 

○ 異文化や異なる文化をもつ人々を受容・共生することのできる態度・ 

能力の育成を図ること 

 

○ 自らの国の伝統・文化に根ざした自己の確立を図ること 

 

○ 自らの考えや意見を自ら発信し，具体的に行動することのできる態

度・能力の育成を図ること 

 

３ 国際教育に

ついて 

 

第 15期中央教育審議会第一次答申 

「21世紀を展望した我が国の教育の

在り方について（平成８年７月） 

初等中等教育における国際教育 

推進検討会報告（素案） 

国際理解教育 国際教育 

他の国や異文化を理解する教育や

単に体験したり交流活動を行うこ

とにとどまっていた。 

国際社会において，地球的視野に立って，

主体的に行動するために必要と考えられる

態度・能力の基礎を育成するための教育 

なぜ「理解」に終わってしまったのか。 なぜ主体性・発信力を重視するのか。 

－国際社会に通用する人材を育成することの

必要性に対する理解が不十分 

－国際理解に関するノウハウ等が不十分 

－教育活動を支える基盤（指導者，外部との

連携）が不十分 

21 世紀の国際社会 

 －人・財・資本・情報の移動の激化，多様化，複雑化 

 －グローバル化と相互依存関係の一層の進展 

21 世紀の日本 

 －個人レベルの国際化の進展 

 －異なる文化や生活習慣を持つ外国の人々の増加 

 －学校の多文化化，多国籍化 

理解だけ

でなく 

主体性や 

発信力を

重視 
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知識基盤社会の時代，国際化が一層進展する社会においては，これまでの， 
他の国や異文化を理解する教育や単に体験したり交流活動を行ったりするこ

とにとどまっていた国際理解教育から，国際社会において地球的視野に立って

主体的に行動するために必要と考えられる態度・能力の基礎を育成する教育へ

と質的な改善充実を図る必要があります。 

そこで，学校教育指導委員会では，これからの国際理解教育においては，自 

己を確立し，他者を受容し共生しながら，発信し行動することのできる力を育

成することが大切であり，それは「生きる力」をはぐくむことにつながるもの

であると押さえました。〈図３参照〉 

 

 

 

 

〈図３〉 

【これからの国際理解教育のねらいと３つのキーワード】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

現代の子どもたちには，他者を理解し，自分を表現し，社会と対話するた

めの，言語によるコミュニケーション能力を育成することが課題となってい

ます。 

また，社会や経済のグローバル化が急速に進展し，異なる文化の共存や持

続可能な発展に向けて国際協力が求められるとともに，人材育成面での国際

競争も加速していることから，学校教育において外国語教育を充実すること

が重要な課題の一つとなっています。 

これらの課題を解決すべく，小学校に外国語活動が導入されました。外国

語活動の目標は，外国語を通じて，①言語や文化について体験的に理解を深

める。②積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。③

外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませることです。この３点を踏まえ

た活動を統合的に体験することで，中・高等学校における外国語科の学習に

つながるコミュニケーション能力の素地をつくろうとするものです。 

 

 

 

 そこで，学校教育指導委員会では，外国語活動や外国語科の学習を通じて

異文化理解を深めるとともに，自国の伝統や文化について考えることにより

自己の確立に役立てることができると押さえました。 

また，実際の活動や学習を通して，自分の考えや自国の文化について発信

していくことも貴重な国際理解教育の機会になると押さえました。 

 
 
 
 
 

４ これからの

国際理解教育

の在り方 

 

 
自己の確立 

 
受容と共生 異文化や異なる文化を

持つ人々を受容し，共生

することのできる態

度・能力の育成 

自らの国の伝統・文

化に根ざした自己

の確立 発信と具体的行動 

自らの考えや意見を自

ら発信し，具体的に行動

することのできる態

度・能力の育成 ３つのキーワード 

５ 国際理解教

育と外国語活

動・外国語科

とのかかわり 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第Ⅱ章 

国際理解教育に関する実態調査の結果と考察 
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Ⅱ 国際理解教育に関する実態調査の結果と考察 
      

 調査対象：富良野市立小・中学校教員（校長，教頭，教諭，養護教諭） 
回 収 率：小学校７９．７％ 中学校７８．４％（小中学校の所属者は小学校に含めた） 

 
問１ 国際理解教育には，どのようなねらいがあると思いますか？ （複数選択可） 
 
 小学校（％） 中学校（％） 
平和を愛する心を育てる         （平和尊重） ３５ ４９ 
他国や他民族文化への理解と寛容の態度  （他国理解） ８８ ８６ 
人権意識の涵養             （人権意識） ２９ ３４ 
自国認識を通した国民的な自覚の高揚   （自国認識） ３３ ４１ 
国際的諸問題の認識           （国際問題） ３４ ４５ 
コミュニケーション能力の育成      （意思疎通） ６０ ５３ 
地球的視野に立って自ら発信し行動する能力（発信行動） ３４ ４２ 
その他                 （そ の 他）    １    ３ 

 
※ その他の回答内容 
○ 国際理解教育は他文化理解であり「自己理解」「相互理解」「共通理解」の３つの柱を立てること 
○ 人間愛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【結果と考察】 

「他国や他民族文化への理解と寛容の態度の育成」との回答が，小学校で８８％，中学校で８６％ 
と，共に最も多かった。 
 次に，「コミュニケーション能力の育成」との回答が，小学校で６０％，中学校で５３％と，共に 
２番目に多かった。 
 一方，「国際的諸問題の認識」については，小学校で３４％，中学校で４５％，また，「地球的視野 
に立って自ら発信し行動する能力」については，小学校で３４％，中学校で４２％の回答にとどまっ 
た。 
これらの結果から，国際理解教育は，異文化を理解する教育，コミュニケーション能力を育てる教 

育であるといった認識が教員の中に根強くあることがわかる。 

これからの国際理解教育は，児童生徒が国際社会の一員としての責任を自覚し，主体的に行動でき 

る人材を育てる教育であるといった一層グローバル化に対応した認識を共有するとともに指導内

容・指導方法の改善が求められる。 

 

１　国際理解教育のねらい（複数回答）

0

20

40

60

80

100

他国理解 意思疎通 平和尊重 国際問題 発信行動 自国認識 人権意識 その他

小学校 中学校

（％） 
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問２ あなたは国際理解教育に関する実践の経験がありますか？ 主な実践を簡単に答えてください。 
 
 
■ 実践の教科・領域等 

小学校

54%

13%

11%

9%
13%

総合的な学習の時間 総合と教科，他領域

教　　　科 特別活動

不　　　明

中学校

60%

31%

6% 3%

教　　　科 総合的な学習の時間

道　　　徳 不　　　明

 
 
 
 
■ 主な回答（※具体的な回答を抜粋して掲載） 

 

⑴ 小学校 

   

① 総合的な学習の時間 

 

○ ３  年【総 合】  地域に住んでいる外国の方に来ていただき，その国の料理を一緒に調理し

食べる。 

 

○ ３・４複【総 合】  ユニセフのビデオを見て，自分たちと同じだと思ったこと，違うと思った

ことを発表。その後，自分が興味を持ったことを自分たちで調べ，まとめ，

文化祭で発表→募金活動しようと子どもたちから声があがり，それも実施。 

 

○ ３・４年【総 合】  異文化・生活・文化への関心を深める。交流を通してコミュニケーション

能力を高める。（自己紹介，簡単な挨拶，ゲーム） 

 

○ ３・４年【総 合】  ３年生は韓国，４年生は中国の方を招いて，子どもたちが調べてきたこと

を交流した。 

 

○ ３・４年【総 合】  ユニセフの活動を知るとともに，世界の子どもたちの様子について学ぶ。 

 

○ ３～６年【総 合】  ブラジルの日本語学校との交流～ 

             前任校では親子留学制度があってアメリカ人親子が地域に住み，その子を 

受け入れ，教育課程とは別メニューで日本語を校長が教えた。２～３ヶ月く

らいで子どもは学校になじんだ。順応性に驚いた。 

 

○ ４  年【総 合】  世界の食～食を通じた異文化理解。世界のカレー作りを通して。 

 

○ ４  年【総 合】  グループに分かれて，自分たちの興味のある国について，本，インターネ

ット，来校を依頼した外国人の方などを通して学習し，発表。 

 

○ ４～６年【総 合】  簡単な会話を学んだり，文化を調べたりして，ゲストティーチャーの外国 

の方と触れ合う機会を持った。 
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○ ５  年【総 合】  外国調べ～自分の興味のある国を調べ，場所・人口・特色などについてま

とめる。 

 

○ ５  年【総 合】  日本の文化に挑戦。剣道や茶道などのグループに分かれ，日本の伝統文化

を体験し，学習した。 

 

○ ５  年【総 合】  レッドデータブック（絶滅危惧種の情報を集めた本）に載っている動物を

調べることで地域的な気候や文化を調べることができた。日本との違いを知

ることができた。日本の中で地域的な違いを知ることができた。 

 

○ ５・６年【総 合】  英語学習～ＡＬＴとともに発音，会話の練習に取り組む。定着化を図るた

めの英語ゲームに取り組む。修学旅行時に外国人に会ったら話してみようと

いう取組。 

 

○ ５・６年【総 合】  雑煮を題材に日本各地の食文化を調べ，その背景にある文化を理解すると

ともに北海道の文化や移民（入植）前の文化が残っていることを理解した。 

 

○ ６  年【総 合】  日本の伝統文化を調べ，講師を招いて体験し，まとめとしてプレゼンテー

ションの資料を作った。  

             外国人講師を招いて①外国文化について教えてもらったり，外国語に触れ

合う活動。②自分たちが体験した日本の伝統文化についてプレゼンテーショ

ンをして，異文化交流を図った。 

 

○ ６  年【総 合】  ＡＬＴの協力でカナダの小学校とビデオレターや作品の交流を行った。簡

単な自己紹介などは英語を使って，その他，学校生活や日本の文化の紹介は

実際にやっているところをビデオにとって紹介した。間接的な交流だったが

外国の小学校の様子を見ることができ，日本の小学校との共通点や相違点に

気づくことができた。 

 

 

② 総合と教科，他領域 

 

○ ３～６年【総合・社会科】  担任を持ったときは必ず行うようにしている。より多くの国を知る。（文 

化や風土の違い）英語以外の言語もある。日本とのかかわり，国際援助，戦

争の歴史など。 

 

○ ６  年【総合・社会科】  各国の食文化・文化などを子どもたちが調べた。 

 
 
③ 教  科 

 

○ １  年【音楽他】  海外の人と授業を通して触れ合う。（多様な言語や表現方法生活習慣を知 

る）楽しく活動する中で英語に触れながら様々な方法でコミュニケーション 

を図る。行事で発表のために英語の TWINKLE TWINKLE LITTLE STAR を歌 

った。 

 

○ 支援４年【自 立】  長期目標の一つとして「直接体験，間接体験を多くして世界を広げる」が

ある。国旗に興味を持っていたので，それをもとにして，地球儀を使って位

置を調べたり，その国のことが書いてある絵本を読み聞かせた。    

 

○ ６  年【家庭科】  外国の食事作りに挑戦しよう～地域で収穫した物を使ってピザ作り，餃子

作りなどに挑戦した。 

 



 - 8 - 

④ 特別活動 
 
○ １  年【学 活】  ＡＬＴとの動物・色・大気など単元の学習・挨拶・自己紹介・ゲーム。 
 
○ ３～６年【特 活】  外国の方からその国の文化や生活習慣などについて話してもらう。 
 
○ 全 学 年【特 活】  クリスマス集会で外国のサンタクロースとして来てもらいクリスマスを紹

介してもらった。 
 
 
 
⑵ 中学校 

 

① 教  科 

 
○ １  年【英 語】  教科の特性として異文化理解については，ほとんどの時間で行える。例:

日本の中学生と外国の中学生の学校生活の違いを比較。(英語で時間の表現を
学んだ時に，自分のスケジュールと教科書やワークにのっている外国の子ど

もたちのスケジュールを比べてみる) 
 
○ １～３年【英 語】  富良野や自分を紹介するポスター作り。ＡＬＴの妹の小学校の生徒への手

紙をアメリカへ送った。→返事をもらい交流。英語の授業では，全般的にＡ

ＬＴの利用，教科書の内容によって国際理解を図る工夫ができる。 
 
○ １  年【地 理】  世界の人々の地域ごとの衣食住について，ＶＴＲ等を活用して授業を行っ 

たことがある。 
 
○ ２  年【地 理】  世界と日本の暮らしと文化～平成 18 年はグルジアなどの東ヨーロッパの

国々の人々を 15 名招待し，日本の文化紹介，東ヨーロッパの文化紹介を行

った。平成 19 年はフィリピンの方を１名招待し，フィリピンの文化・自然

について紹介してもらった。 

 
○ 全 学 年【社会科】  通常の授業の中で，現代社会の世界の情勢を積極的に生徒に伝えている。

(外国の話を沢山している) 
 
〇 ３  年【国 語】  前の教科書で「無医村の優しい人々」という教材で青年海外協力隊のパラ

グアイの看護師さんのお話を読み進め，なかなか生徒の反応が良かった。 
 
○ ３  年【家 庭】  衣服の違いから文化を理解させる。 
 
○ １～３年【音 楽】  鑑賞における国際理解。アジアの音楽など。 
 
○ ３  年【理 科】  環境問題，温暖化，エネルギー問題など。 
 
○ １  年【技 術】  伝統建築。加工法における，のこ・かんなの使い方。 
 
○ 全 学 年【技 術】  栽培，エネルギー変換。地球の貴重な資源を消費する。 
 
○ 全 学 年【技 術】  コンピュータの活用。インターネット環境は世界中に張りめぐらされてい 

る。 
 
○小５～中３【数 学】  選択数学～パスカルの三角形，四色問題など。 
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② 総合的な学習の時間 

 
○ １  年【総 合】  外国人を招いての交流。文化紹介など。 
 
○ １～３年【総 合】  コロラド州アスペン市中学生との交流。（学校訪問があったため） 
 
○ ３  年【総 合】  ５カ国(ベトナム，タイ，アメリカなど)の文化に触れる。料理，あそび，

などを通して，国際文化に触れた。 
 
○ ３  年【総 合】  世界(アメリカ)から見た日本人～アメリカ人は日本人をどうみているのか

日本人は日本人をどうとらえているのか。国際社会を主体的に生きるための

資質・能力を育てる。①「武士道」から明治の日本人の考え方や行動様式を

読みとる。②それを踏まえたアンケートを在米アメリカ人，在米および在日

日本人からとる。③日本人の意識や行動様式の特徴をアンケートから分析す

る。④現地調査からの情報を分析に生かす。 
 
○ 全 学 年【総 合】  交流学習。南京玉すだれを教えあう。七宝焼き等。 
 
○ 全 学 年【総 合】  各国の留学生を核にグループ分けをし，遊び，食事，住環境，教育内容な

どについて交流を図った。 
 
○ 全 学 年【総 合】  日本文化の伝承。アメリカ文化の伝承。(中学生とアメリカ留学生との交流

会にて) 
 

③ 道  徳 
 

○小１～中３【道 徳】  アフリカに井戸をつくった少年の話。飛行機を開発した日本人の話。 
 
○ 全 学 年【道 徳】  ネパールの水がめ～この入れ物は何？水くみが女性の 1日の仕事。青少年

赤十字活動と水。私達ができる国際理解親善。 
 
 

【結果と考察】 

はじめに，小学校からの回答を教科・領域別に見ると，総合的な学習の時間での実践が５４％，総 
合的な学習の時間と教科・他領域との関連を図った実践が１３％で，合わせると全回答数（５６件）

の７割を占めた。 
主な内容としては，簡単な英単語や英会話の学習等が２２件。自他の国の文化や自然等を調べたり

紹介したりする学習が１４件。自他の国の食文化を調べたり料理したりする学習が９件。外国の学校

や姉妹都市との交流学習が３件。ユニセフの活動に関する学習が２件あった。 
なお，教育資源活用の観点から見ると，ＡＬＴや外国の方などを活用している学習が２３件あった。 

  
次に中学校からの回答を教科・領域別に見ると，各教科での実践が６０％，総合的な学習の時間で 

の実践が３１％であった。 
 例えば，地理では，世界の国の衣食住についての学習。国語では，青年海外協力隊についての教材 
を取り扱った学習。技術・家庭科や理科では，環境問題やエネルギー問題についての学習などがあっ 
た。また，総合的な学習の時間では，外国の方や外国からの留学生との文化交流などがあった。 

これらの結果から，小学校では，総合的な学習の時間を中心に，ＡＬＴや外国の方と直接触れ合う 

体験を通しながら，英語に慣れ親しむ活動や自他の国の文化等を交流する活動が多いことがわかる。 

一方，中学校では，教科の特性に応じたり指導内容を生かしたりして国際理解教育が行われている

ことが伺える。また，国際的諸問題に目を向けて，自ら発信したり行動したりする学習も行われてい

ることが伺える。 
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問３ 富良野市の特色を生かして，どんな国際理解教育ができると思いますか？ 
 
■ 回答の分類・内訳 

小学校

53%

14%

12%

11%

7%
3% 観光客の活用

スキー交流

ＡＬＴ・在住外国人の活
用

自然や基幹産業の活
用

姉妹都市交流

その他

 

中学校

40%

25%

16%

6%

3%

10% 観光客の活用

ＡＬＴ・在住外国人の活
用

スキー交流

自然や基幹産業の活
用

姉妹都市交流

その他

 
 
 
■ 主な回答（※具体的な回答を抜粋して掲載） 

 
⑴ 小学校 

 

① 観光客の活用 

 

○ 富良野の観光客の分布を利用して世界の人口分布や国旗の種類などに迫る。他の国には色々な国旗

や文化があることを知る手がかりにしたい。 

 

○ 近年の外国人観光客の増加を踏まえて，どのような観光客が富良野を訪れているのか調査させる。 

 

○ 観光の町富良野。中国や韓国から旅行客が多い。まず，隣国である中国や韓国を知ることに取り組

んではどうかと思う。（我が国の文化は中国や韓国から入って来たという歴史もあるので，共通点を

見つける，文化交流（絵画や音楽）をする，手紙を書いて互いに自国の様子を紹介し合う，互いに相

手の国の食べ物を作る，教科書を比べ合うなど。 

 

○ 観光の面で外国人が増えてきているので，外国から見た富良野（日本・北海道）の魅力を探る活動。 

 

○ 外国の観光客の習慣と日本の習慣との違いの対比。外国の音楽と日本の音楽との対比。児童会・生

徒会による，外国の恵まれない子どもたちへのワクチン接種等の募金活動。（富良野市の小中の児童

会・生徒会の結集によって。） 

 

○ 観光地なので，外国人の方を見かけることは多い。長期滞在している方や在住の方を窓口に交流す

ることができればと思う。 

 

○ 富良野市に来る外国人のための観光マップや観光地紹介ビデオづくり。 

 

○ 海外から最近ではたくさんの外国の方が富良野に来ているので，富良野についていろいろ（食，地

域の祭り，スキー場など）交流する授業を設定するなど。 

 

○ 富良野市は１年間を通し，観光客が多く訪れるので，案内ボランティアをするなどの活動で外国人

や外国の文化と直接触れ合うことができる。 

 

○ 富良野は観光地なので多くの外国人が訪れる。冬はオーストラリア，台湾，韓国などからスキーを

するため長期滞在者が多い。観光ボランティアのようなところで何か関わりがもてるのでは，と思う。 
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○ 観光都市である特色を生かしてどんなサービスをしているか，また，これからどんなサービスが必

要になるか，そして，富良野を訪れる外国の方にインタビューなどして，どんなサービスを望んでい

るかを探る。 

 

○ 富良野市は観光都市の一つなので，観光に訪れる外国の人（国）の理解を進める。どんな国の人が

来ているか。何を見に来ているのか。その国はどんな国か。富良野市とは何が違うか，または同じか。 

 

② スキー交流 

 

○ スキー学習の中にオーストラリアの子どもに参加してもらいスキーを一緒にする。 

 
○ スキー場など，観光地での富良野をアピールする活動⇒英語で会話させるなど。 

 
○ 冬にはたくさんの外国人スキーヤーが来ているので，その人達向けの観光案内。（パンフレット，

看板など） 

 
○ ワールドカップが開催されたスキー場のある都市の知名度を聞いてやって来る外国人スキー客と

の交流。ホームステイの積極的受け入れ。 

 
③ ＡＬＴや在住外国人の活用 
 
○ ＡＬＴだけでなく富良野在住の外国人の方々と交流が出来るとよいと思う。（人材バンクのような

ものがあればよい） 

 

○ 富良野市にいる外国人の方々に授業に来ていただいたり，観光客向けに行っているイベントで，児

童が日本を紹介したり，参加したりする。 

 

○ 富良野市在住の外国人（韓国・中国・アメリカ・ニュージーランド）に講師になっていただき，外

国の文化，ことばにふれる機会をもつ。 

 

④ 自然や基幹産業の活用 

 

○ 食料や作物，食文化について学習。（農作物の生産，食料の輸出入，食生活，食文化の違いなど） 

 

○ 環境の大切さを全世界的な視点で考えさせる。倉本さんの取組を利用する。 

 

○ 豊かな自然の中での交流学習。 

 

○ 基幹産業（農業，観光）の交流。農作物の料理法など。 

 

⑤ 姉妹都市交流 

 

○ 他文化理解で一番効果的なことは，外に出る，外を知ることと考える。小・中学生が「西脇市に行

く」「オーストラリアに行く」ことは効果が大きい。 

 

○ 友好都市協定を結んでいるシュラートミンク市との交流を深めていくとよいと思う。 

 

○ シュラートミンクだけでなく，オーストラリアの方々とスキーだけでなく，もっと発展させて町ぐ

るみで交流事業を行う。 

 

⑥ その他 

 

○ 富良野に住んでいる外国出身の方は何人位いるのか。そういう方に学校に来ていただいて，触れ合
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えたらいいと思う。また，オーストラリアなどからスキーに来る方も多いので，外国人観光客の人数，

国などを集計した富良野市と外国との関係の子ども向けパンフレットなどがあると，子どもも身近な

こととして捉えやすく，取り組みやすいと思います。「演劇のまち」でもあるので「色々な国の演劇」

「農業の町」なので「農産物の流通・輸入」，「オムカレー」を売り出し中なので，「インドを知ろう」

など，いろいろなとっかかりで世界に目を向けられると思う。 

 

⑵ 中学校 

 

① 観光客の活用 
 

○ 観光客のために富良野に関わるパンフレットなどを作成したり，案内をする中で交流などできると

よいと思う。 
 
○ 観光客を講師に招き，今後の富良野観光のあり方について考える。 
 

○ 富良野市には，海外からの観光客が多く来るので，その方たちとの交流。ボランティア的な活動を

通しての国際理解教育ができるのではないか。 
 

○ 「どこの国からの観光客が，いつの季節に多いか」など，観光の街としての特色を取り上げてみて

もよいかと思う。（社会科や英語を関連させて） 
 

○ 観光等で外国人が訪れることが多くなってきた。居住する人も増える可能性があるので，交流の機

会がもてるのではないか。 
 

○ 英語のみならず，富良野には台湾や韓国からの旅行者が多いので，中国語にふれる機会を作る。 
 

○ オーストラリア，中国(台湾)からのたくさんの観光客の方が訪れるので，これらの国の地域につい
ての知識や理解を深め，積極的にコミュニケーションをとる態度を育てる。 

 
○ 観光客との交流，ガイドボランティア。ワイン(ぶどう)，ラベンダー，他産地との交流。 
 

○ 外国人観光客に英語でガイドするとか，富良野市ＰＲのＨＰを外国の方々とチームを組んで，日本

語，英語，中国語などで作成する。 
 

○ 富良野市の特色を明らかにすることが先決だと思う。中国・台湾等からの観光客が多いので，アジ

ア圏の学習を深める。 
 

② ＡＬＴや在住外国人の活用 
 

○ 富良野に住む外国人との交流や日本文化の発信と異文化受信。 

 

○ 数年間，日本国内(富良野市)に居住している方々との交流。また，冬季間，数週間滞在する主にオ
ーストラリアの方々との交流。これらの方々を通して，富良野の再発見を子どもたちと一緒に行う。 

 
○ 文化の異なる人々（ＡＬＴや富良野在住者など）を学校へ招き，子どもの興味関心を重視したコミ

ュニケーション活動。ホームステイの研修導入。修学旅行での異文化体験。自分で決定し，自分で行

動する活動。（観光客への富良野アピール） 
 

○ イベントを通して，外国人との交流の中で国際理解教育ができれば。 
 

○ ＡＬＴをもっと英語の授業以外に活用するといい。 

 
○ 外国からの訪問者や移住者の増加にともなう富良野市の変化を調べる。 
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③ スキー交流 
 
○ スキー場などに来る外国人に富良野のことを紹介する。そして交流の場を持つなど。 

 

○ スキー場利用の外国人に対するサービス。（掲示板等）市のＨＰの国際版の製作。（富良野の自然を

アピール） 
 

④ 自然や基幹産業の活用 

 
○ 自然（山や川）→体験活動，農産物（食）→創作活動を生かした活動 
 
○ 富良野市の地域の特色を生かしたもの。（オムカレー，農産物，スキーなど）国際交流など。 
 
○ 演劇，オペラなどの鑑賞を通じての国際理解。 
 
⑤ 姉妹都市交流 
 
○ 英語圏の外国都市との姉妹都市や学校間の交流。 
 
○ 富良野市の姉妹都市などを利用して，調べ学習，交流学習など。 
 
⑥ その他 
 
○ 青少年赤十字加盟校（富東中，鳥沼小，扇山小，山部小，布礼別小中）が多いので，活動の一つと

して，実践目標の一つである「国際理解・親善」を進めることができると思う。 
 
○ インターネットを活用し，外国に住んでいる日本人，もしくは同学年の外国の人とのメール交流。 
 
○ 日本人学校経験者による授業。 
 
 

【結果と考察】 

最も回答が多かったのは，観光地としての特色を生かすことで，小学校では全回答の５３％，中学

校では４０％を占めた。 
主な内容を，小・中合わせて見ていくと，外国人観光客との交流やコミュニケーション活動が２７

件。案内ボランティアや観光マップ作成などが９件。外国人観光客を通して外国を理解したり，日本

（富良野）を紹介したりする学習が８件。その他，外国人から見て富良野の魅力を探るなどの活動が

２件あった。 
次に多かったのは，小学校ではスキーを通しての交流が１４％，中学校ではＡＬＴや在住外国人 

の活用が２５％。３番目に多かったのは，小学校ではＡＬＴや在住外国人の活用が１２％，中学校で

はスキーを通しての交流が１６％であった。 
スキーを通しての交流では，外国人スキーヤーと子どもたちが一緒にスキーをすることの他，観光 

案内，富良野をＰＲする活動などがあった。 
 ＡＬＴや在住外国人の活用では，より積極的な活用を求める意見とともに人材バンクの整備を求め 
る意見があった。 
これらの結果から，富良野市の特色として「観光地」を強く意識していることがわかる。そして国 

際理解教育を進める上で，重要な教育資源として「外国人観光客」や「在住外国人」などの「人」に 

焦点を当てていることがわかる。 

 外国の人と触れ合って学ぶことが，身近に「外国」を感じたり理解したりする上で大変有効であり， 

富良野市ならではの国際理解教育推進への展望が見える。 

一方で「外国人観光客」の活用については，彼らのニーズに応えたり，滞在スケジュールに活動を

合わせたりする必要があるなど，実践に向けての課題も多いと思われる。また，「在住外国人」の人

材バンク整備も今後の課題である。 
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問４ 国際理解教育推進上の課題について（複数選択可） 
 
 小学校（％） 中学校（％） 
教職員の共通理解 （共通理解） ４５ ３７ 
指導方法     （指導方法） ５９ ３８ 
評価       （評  価） ３３ ２１ 
教材開発     （教材開発） ６３ ４０ 
人材の確保    （人材確保） ６２ ６６ 
研修の機会    （研修機会） ３６ ３６ 
設備，予算    （設備予算） ４０ ３７ 
その他      （そ の 他）    ３ １５ 

 
※ その他の主な回答内容 
○ 予算と時間（授業時数） 
○ 教育現場の多忙化 
○ 現行の教育課程（高校受験，「総合的な学習の時間」の今後）とのバランス 
○ 教師（指導者）の意識改革 
○ 研修，実践準備のための時間 
○ 外国人とのネットワーク 
○ 語学力の向上 
○ 国際理解教育のねらいを教職員に広めること 
○ 外国語活動との違いをしっかりと教職員に広めること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【結果と考察】 
小学校では，「教材開発」と回答した方が６３％で第１位。「人材確保」との回答が６２％で第２

位であった。また，中学校では，「人材確保」との回答が６６％で第１位。「教材開発」との回答が

４０％で第２位であった。 

これらの結果から，教科書が無く，横断的・総合的に進められる国際理解教育については，教員 

が学習を計画する際に必要な教材を求めたり，授業に外部講師の支援を求めたりしていることが伺

える。 

 今後，国際理解教育を推進する上で，指導計画や実践事例の交流を図ることや，ＡＬＴはもとよ

り身近な在住外国人などの人材バンクの整備を一層進める必要がある。 
 

４　国際理解教育推進上の課題（複数回答）

0

20

40

60

80

100

教材開発 人材確保 指導方法 共通理解 設備予算 研修機会 評　　　価 その他

小学校 中学校

（％） 
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問５ （小学校のみ回答）今後，小学校第５・６学年に外国語（英語）活動が導入されますが，どのよ

うに取り組みたいと思いますか？ また，不安や課題と思われることはどんなことですか？ 
 
■ 回答の分類・内訳 

取組方

0 2 4 6 8 10 12

英語嫌いにならない配慮

英語ノートなどの活用

コミュニケーション重視

楽しく，慣れ親しませる

  
 
 
■ 主な回答（※具体的な回答を抜粋して掲載） 

 

⑴ 小学校 

 

① どのように取り組みたいと思いますか。（不安や課題） 

 

○ 英語や海外の人たちの存在が特別なものではない，馴染み深いものであるために，楽しく活動する

ことや，友だちをはじめさまざまな人たちと自分の思いを伝え合おうとする態度を育てたい。 

 

○ 楽しく（ゲーム感覚で）取り組んでいきたいと思う。簡単な言葉やコミュニケーション（あいさつ

など）ができればと思う。勉強不足なので，これからどう取り組んでいくかを考えていきたい。 

 

○ まずはゲームなどを通して英語に親しむ。あいさつができるようになったら多少リスニングレッス

ンが必要と思う。 

 

○ 低学年からの積み重ね。評価にとらわれず，コミュニケーション活動（人との触れ合い）を重視し

ていく。 

 

○ 外国の方とコミュニケーションがとれる喜びを味わえるような内容にしていきたい。そのためにネ

イティブの方と接する必要があると思う。（対日本人では不十分） 

 

○ ことばに親しむ活動。ネイティブのことば（発音）に触れる。時数の確保と評価。 

 

○ 外国語に親しみ，慣れることが大切と考えている。指導者のことを考えると環境整備の不十分さが

気になる。 

 

○ 富良野には外国人がいるので，少しでも外国人と触れ合う機会を設け，学んだことが生かせるよう

にしたい。英語を使って誰とでも積極的に関わったり，楽しくコミュニケーションをとることができ

るようにしたい。 

 

○ 英語ばかりでなく，アジアのいろいろな言語にふれ，外国語と文化に対する興味・関心を高めると

ともに，コミュニケーションのツールとして，英語に親しませたい。 

 

不安や課題 

0 5 10 15 
学校間格差 

ネイティブの活用 
教員の多忙化 
中学校との連携 
評価の仕方 
目標設定 

指導方法の確立 
指導計画の作成 

教材や環境の整備 
教員の語学力不足 

研修の充実 

（人） 
（人） 
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○ 英語に恐怖感を与えないように取り組みたい。目標設定の仕方がまだよくわからないのが不安。 

 

○ 外国語が嫌いにならないよう楽しく親しむような活動を設定したい。そういった活動を設定する際

の教材や指導方法などについて不安がある。 

 

○ 「英語ノート」を活用しながら取り組んでいきたい。不安や課題としては，指導者の国際社会の理

解度と英語能力の問題があげられる。 

 

○ 文科省より配布される「英語ノート」「英語ノート教師用指導書」に即して，取り組むのが基本。

そうでないと，接続する中学校も困ると思われる。ＡＬＴや地域のボランティアの人がどのくらい入

れるかは学校事情による。（２～３割程度ではないか） 

 

○ 国際的に活躍のできる子どもたちになってほしい。そのためには，やはり英会話から言葉の理解，

文化の理解が必要だと思う。 

 

○ 外国語を学ぶ意義やコミュニケーション能力の育成，異文化理解を大切にして取り組みたい。「外

国の方と触れ合う」ことが大切だと思うので，ＡＬＴに来てほしいが，それは叶うのか，単語を覚え

たり，中学校英語を先取りするだけの活動にならないかが心配である。 

 

○ 中学校と連携を図りながら，英語に慣れる活動にしたい。ＡＬＴとの打ち合わせがうまくいくか，

自分自身が話せない中，実践できるかが不安。 

 

○ 簡単な日常会話や基本的な単語（たとえば，月，曜日，物の名前，地名，国名など）を覚える。特

に音楽などは有効な内容と思う。 

（課題）中学校英語との系統性やどこまで共通する（県，支庁，市町村）内容にするのか，各学校

に任せて効果があがるのか，小学校の中で指導者をどうするのか，23 年度で間に合うのか，評価は

大丈夫か，担任にだけ任せてよいのか，など。 

 

○ 母国語(日本語)を大切にしながら，英語に親しむ(興味を持つ)ことを大切にして活動してみたい。

現在の子どもは，日本語もままならない状況で，英語教育の必要性に不安を感じる。 

 

○ 現在の環境（外国人の児童・生徒の在籍）の活用を図る。課題としては，指導できる人材の確保及

び研修の充実。 

 

○ 英語による歌(ウォーミングアップ)→新しい会話文の紹介・練習→定着を図るためのゲーム活動と

いうように，ある程度パターン化した内容でもよいと思う。 

 

② 不安や課題と思われることは，どんなことですか。 

 

○ ねらいはどこにあるのか。学校間でのちがいは問題にならないのか。中学校英語の導入になってし

まわないようにしたい。 

 

○ とにかく，ねらいや育てたい資質を明らかにして，しっかりおさえて実践活動に取り組むことが大

切。「活動ありき」の実践とならないように，校長として実践を方向付けしていくことが大切。 

 

○ 外国語（英語）といっても，何をどのように教えるのか，共通理解が必要。学校ごとに差があるよ

うな英語活動になるといけないのでは。 

 

○ 日本語の言語力が低下しないか。話す・聞く・読む・書く，どの程度最低限達成しなければならな

いのか。（特に低位の子に対しての支援） 

 

○ 指導計画の整備が第一で中学校の指導内容を十分理解しながら，内容に重複がないようにしていく

ことが必要。 
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○ ＡＬＴの活用，英語ノートの活用，全体計画・指導計画の整備。どのような活動・学習を行うのか。 

 

○ 担任が英語教育を進めていくということになるが，扱う内容や教材などは学校独自で決めていくも

のなのか。 

 

○ 評価をともなうことで子どもたちが楽しみながら行うことや，取り組むことが限定され，英語嫌い

な子が増えてしまうのではという不安がある。 

 

○ 課題と評価。どのようなところまでを課題とし，評価すればよいのか。 

 

○ 学校内でだれでも抵抗なく指導できるように，教材を整備し，使えるようにすることが大切だと思

う。指導方法など，共通理解も今後の大きな課題だと思う。 

 

○ 簡単な会話とはいえ，発音やアクセントなど正確に教えられるか心配。年間 35 時間もあり，ＡＬ

Ｔがどれだけ入ってくれるのか，教材の準備など人的・物的な環境整備ができるかも心配。 

 

○ 子どもにとって一番最初に出会うだろう英語が自分の発音でよいのか不安。正しい発音のＣＤなど

各学級に一枚配布など，教材の充実が課題だと思う。指導も中学校とのつながりも考えなくてはなら

ないのでは。 

 

○ 教え方がわからないのと，発音などの細かいことに対しての知識がないので不安。なんとか勉強し

たいが，その時間を確保するのが難しい。 

 

○ 教師（自分自身）の語学力。カリキュラムの編成，内容はどうなっていくのか。会話を中心にやる

のなら，週１時間とかではなく，週５時間とか，続けてやらないとだめなのでは。 

 

○ 指導する教師の英語力の問題が一番である。指導内容の程度と中学校英語教育との関連も心配だが

なんと言っても指導者の養成をどうするのかが問題である。講習を実施するとのことだが，具体的に

はどうなっているのか？ 

 

○ 自分自身がまったく英語について学んでいない。（過去の学習はいわゆる文法中心であるので，コ

ミュニケーションや英会話については全く自信がない） 

 

○ 英語（をはじめとする諸外国語）を話せるようになるとコミュニケートの幅が広がること。課題は，

教員側の研修もままならないのにスタートすること。英語教員を小学校に一人ずつはほしい。 

 

○ ＡＬＴとの連携を深めたい。英語について教師側の研修の場がもっとほしい。もちろん自主的に行

うことも大事にしたい。 

 

○ できれば中核教員としての立場を与えてもらい，その役割を果たしたいと思う。課題としては，や

はり外国語を教えることを苦手と感じている教員の多さだと思う。研修や授業公開，ＡＬＴや視聴覚

教材の充実が望まれる。 

 

○ 担任まかせにせず，外国人講師の充実（予算の確保）や研修の充実（ＡＬＴによる教師の英語教室）

を望む。 

 

○ コミュニケーション能力の育成をどう評価するか。また，その一つの手段としての英語をどこまで

「教える」かなど。さらに「教える」ことが本すじにならないような教材研究が課題。 

 

○ 総合学習のように，指導内容が学校まかせ，学担まかせになることで，負担がとても大きくなり，

ますますゆとりがなくなる。 

 

○ 総合的な学習の時間における先行実施。先行研究が少なくどのように取り組めばよいのか不透明。 
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○ 担任の負担が増えることは，目に見えている。各教科の教材研究や準備に加え，英語までとなると

十分な準備を毎週出来るのか不安。 

 

○ 免許の無い今の教員に指導させるのは，お金をかけずに学校現場に負担をかける今の政治を象徴し

ていると思う。このような現状でよい成果が得られるか疑問がある。 

 

○ 英語に普段接していない教員がほとんどだと思う。いくら教材を与えられたからといって，外国語

活動がスムーズにいくとは思えない。英語を習っている児童にとっては退屈したり，もしかしたら「先

生の発音は違う」と，やる気を失ったり，ばかにしたりする子もでてくるかもしれない。やるなら，

人材を確保して教員の研修を十分に行った後でないといけない。どちらにしてもお金と時間がかかり，

すぐには無理ではと思う。 

 

○ 外国語=英語ではなく，様々な言語の中の一つに英語があることを前提にして取り組みたい。英語

が話せることが「偉い」になり過ぎないように。 

 

○ 学力低下が言われる時代なので，児童の負担にならない内容にしてほしい。 

 

【結果と考察】 

はじめに，どのように取り組みたいかについては，楽しく活動するや英語に慣れ親しませるという 
回答が１１件。コミュニケーション活動を重視するなどが７件。英語ノートなどを活用しながら進

めたいが４件。子どもが英語嫌いにならないようにしたいなどが３件あった。 
 次に，不安や課題については，研修の充実が１４件。指導者の語学力不足などが１２件。教材や人 
的・物的環境の整備が１２件。指導計画の作成・指導内容の理解が９件。指導方法の確立が６件。目 
標設定の仕方が６件。評価の仕方が６件。中学校との連携が５件。教員の多忙化が５件。ネイティブ 
スピーカーの活用が４件。学校間の格差が広がらないようにすることが３件あった。 

これらの結果から，英語活動については，英語に慣れ親しませる，コミュニケーション能力の素地 

を養うといったねらいを踏まえて取り組もうとしていることが伺える。 

 一方，語学力不足や英語を教えることに自信がもてない教員の実態が浮き彫りとなっており，指導 

方法を身に付けるための研修の充実，教材教具などの整備を強く求めている様子が伺える。 

 今後，各学校では，外国語活動の円滑な導入に向けて，研究推進拠点校や先進校からの資料収集に 

努め，指導計画の作成，教材教具の整備などを進めるとともに，研修会・研究会を通して教員の指導 

力育成を図る必要がある。 
 
 

【まとめと今後の課題】 

◎ これからの国際理解教育について 
 
➡国民的な自覚の高揚や地球的視野に立って自ら発信し行動する能力の育成 

➡教員の国際理解教育に関する意識改革と主体的な教材開発や指導方法の工夫 
 
◎ 富良野市の特色を生かした国際理解教育について 
 
➡様々な外国の人々と交流する活動の一層の充実 

➡富良野市の特色を外国の人々や外国へ発信する活動の工夫 
 
◎ 小学校外国語活動について 
 

➡ＡＬＴの増員と一層有効な活用 

➡研修の充実と教員の意識改革，指導力向上 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第Ⅲ章 

国際理解教育の実践事例 
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実 践 事 例 配 列 表

○国際理解教育の具体的な実践事例の配列を表にしました。各欄の数字は, 本書のページ数を表
しています。

単 元 名 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

和語・漢語・外来語 ３３
国

古典を楽しもう ３３
語

話し合いで問題を解決しよう ３３

食料生産を支える人々 ２１

社 日本とつながりの深い国々 ２３

会 世界の人々とともに生きる ２５

科 世界と日本の暮らしと文化 ３５

地球社会の危機を救うために ３７

算
円 ２７

数

和算に挑戦しよう ３９
数

つるかめ算 ３９
学

算額に挑戦しよう ３９

理
地球環境について考えよう ４１

科

英
日本の伝統行事・文化を紹介しよう ４３

語

道
平和を考える ４５

徳

特
人・水・暮らし ４７

活

総 カナダの人たちこんにちは ２９
合
的 レストランでお食事を ３１
な
学 世界を知ろう ４９
習

地球から世界へ ５１



( )BLANK
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Ⅲ 国際理解教育の実践事例

１ 実践事例の作成と活用について

作 成 の 視 点

○国際理解教育の視点である,
「 」「 」受容と共生 自己の確立
「発信と具体的行動」が単元
の中でどう関連付けられて
いるかを明示しました。

○国際理解教育に焦点をあて
た学習内容の部分を明示し
ました。

○教育資源の活用がわかるよ
うに明示しました。

○指導案例を参考に具体的な
活用ができるように配慮し
ました。

活用の方法

○ 「受容と共生 「自己の確立 「発信と具体的行動」が単元でどう関連付けられているかを」 」
明示してあるので, その視点に関連させながら実践を推進しましょう。

○ 国際理解教育に焦点をあてた学習内容の部分を太字にしてあるので, 国際理解との関連を
視野に入れながら指導に生かし実践を積み重ねてみましょう。

。○ 単元計画や指導案例を見ながら, 具体的な授業の推進をイメージして実践を図りましょう

○国語, 算数, 数学, 理科, 道徳, 特別活動

国際理解教育の実践事例が少ない教科・領域 低・中・高学年ごとや各学年
ごとに１時間の事例を紹介し,
国際理解教育について取り組
みやすいように例示しました。

○外国語（英語）, 社会科, 総合的な学習の時間

国際理解教育の実践事例が多い教科・領域 数時間のスパンで単元を作成
しているので, 国際理解教育
についてまとまって指導がで
きます。

○国際理解教育の具体的な実践を積み重ねられるように, 今までの実践や学習指導要領に基づ
いて作成しています。

○国語, 数学, 社会科, 理科, 英
語の各教科について作成しまし
た。

○道徳, 特別活動, 総合的
な学習の時間の各領域に
ついても作成しました。

○指導案例を例示してあり
ますので, 指導の参考に
できます。
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26時間小学校5年 社会科 「食料生産を支える人々」

第 「オリエンテーション」

１ ○稲作についての興味関心

， 。時 をもち 調べようとする

～

12 「農業のさかんな地域をた

時 ずねて」

○稲作農家を調べる学習を

通して日本の稲作の問題

をとらえる。

第 「世界でつくられている穀

13 物を調べよう」

・ ○日本の米作りや食文化の

14 違いをとらえる。

時

「水産業のさかんな地域を第
たずねて」15

○海で働く人たちを調べる～
学習を通して日本の水産21
業の問題をとらえる。時

「これからの食料生産」第
○日本の食料生産が抱えて22
いる問題を調べ，自分た・
ちの食生活を見直す中で23
これからの食料生産の在時
り方について考える。

○世界的な食料不足の可能

性を考え，自分たちでで

きることや気をつけなけ

ればならないことを考え

る。

「ビデオレターをつくろう第
パソコンレポートをつく24
ろう」～

○お世話になった人にビデ26

オレターをつくる。時

「新しいエネルギー資源を

見直そう」

○新しいエネルギー資源を

生み出そうとする取り組

みに気づき，自分ででき

ることを考える。

時 視 点単元名（教材名）

自
己
の
確
立

受
容

自
己
の
確
立

共
生
・
具
体
的
行
動

発
信
・
具
体
的
行
動

国際理解教育に焦点をあてた

学習内容 教育資源の活用・備考

農業生産に関す○稲作農家の仕事 自然環境の関, ・

る写真や地図，わり 生産を高めるための工夫,

統計などや努力について調べる。

・農家の人の話○日本の主な農産物とその産地に

・米作り体験ついて調べ，土地や気候の条件

との結びつきを考察する。

・写真，地図，統○世界で作られている穀物の種類

計などや産地について調べ，日本の米

・文化の違いと共づくりや食文化との違いをとら

通点え，日本以外の農業の特徴を考

察する。

・料理体験○食料自給率について調べる。

・食料自給率に関○日本の食料生産について調べ

わる資料る。

世界の人口の増○資料をもとに食料問題に関わる ・

加ことをピックアップし，具体的

バイオエタノーな事実に即して，食料問題につ ・

ルなど食料生産いて考える。

に関わる資料○食料について世界的な観点で考

インターネット察し，自分たちができることを ・

考える。

・資料集やエネル○資料をもとに日本の石炭や原油

ギー資源に関わの生産量を調べたり，各国との

る新聞記事自給率の違いをグラフから読み

・写真や地図，統取ったりする。

計など○菜の花からエネルギーを生み出

・インターネットそうとする「菜の花プロジェク

ト」に関心をもち，調べる。

○世界的な視野に立ってエネルギ

ー問題を考察する。

・漁業生産に関す○水産業に携わる人々の工夫や努

る写真や地図，力，輸送方法を調べる。

統計など○捕る漁業や育てる漁業を調べる

ことで日本の漁業の特徴を考察

する。
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国際理解教育の指導の工夫（指導案例）

１ 単元名「これからの食料生産」 ５年生 社会科

２ 本時のねらい

・日本が食料の多くを外国からの輸入に頼っている問題に気付き，食料の自給を高めていくこと
の大切さを理解する。

３ 本時の展開（２２／２６，２３／２６）

段階 学 習 活 動 教育資源の活用・備考

○ハンバーガー・天ぷらうどん・冷や奴のメニュ

ーから，食べたいものを一つだけ選ぶ。

導 ・出てきた料理は… ○実際に日本で生産できる材

ハンバーガー→皿の上にはレタスだけ 料で作った料理を持ってく

天ぷらうどん→器の中にはつゆだけ る。

冷や奴 →皿の上にはねぎだけ 日常普通に食べている料理

入 え～，どうして？」 が輸入に頼っていることを・「

○このメニューはある条件で作られています。 知る。

資料集を見て考えましょう。

「わかった。日本のものだけで作ったんだ 」 ○資料集の活用。

・日本の食料自給率の推移 ○資料集の活用

展 １９８０年→８２％ ２００１年→４０％ ○新聞記事などの活用

○このまま輸入を続けていいのだろうか？ ・世界人口の増加

・限られた農地

・バイオエタノール

・異常気象

開 ・残食の量

・食糧不足の国々

○日本の食料生産の現

状や輸入される食料に

ついての問題点などを

話し合う。

○日本は食料自給率を高めていかなくてはならな

い。足りない部分について輸入することになる

ま ので，輸出してくれる外国との関係をよくして

いくことも大切である。

と ○一人一人ができることで これから気をつけて,
いくべきことは何だろうか？

め ・食品を買うときは，産地にも気を配る。

・できるだけ日本で生産されたものを購入す

る。

・食べ物を無駄にしない。

・外国の食料品に頼らない食生活の改善。

輸入と私たちの食生活について考えよう

続ける派

・安い。

・さっきみたいなメニュー

では困る。

・日本でつくるとお金がか

かる。

続けない派

・高くても安心できる食品

がいい。

・輸入を続けたら日本の生

産者がいなくなる。

・日本は残食が多い。

・世界的な食料不足が起こ

ったら日本は困る。

年々世界人口が増大しつつあ

るなかで，限られた農地（地

球）のなかで生産できる食料

には限界があることや食料自

給率の低い日本は世界的な食

料不足が起きたときに一番打

，撃を受けやすいことを理解し

日本が何をしたらいいか，ま

た自分たちが何をしたらいい

かを考える。
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小学校６年 社会科 「日本とつながりの深い国々」 １０時間

第 「世界の人々と私たち」
１ ○世界には，日本とかか
時 わりの強い国や，季候

や生活習慣，文化の違
いのある国など，たく
さんの国があることに
気づき，興味・関心を
高める。

第 「日本とつながりのある
２ 外国を探そう」
時 ○日本と世界がどのよう

につながっているかに
ついて興味を持って追求
する。

第 「おとなりの国 韓国」
３ ○韓国の生活文化を体験
・ することを通して韓国
４ の特色や日本とのかか
時 わりに気づく。

第 「最大の貿易国 アメリ
５ カ」
・ ○アメリカと日本のかか
６ わりについて，様々な
時 視点から調べ，アメリ

カの人々の暮らしにつ
いて理解を深めること
ができるようにする。

第 「歴史でつながりの深い
７ 国 中国」
・ ○中国と日本のかかわり
８ について，様々な視点
時 から調べ，中国の人々

の暮らしについて理解
を深めることができる
ようにする。

第 「サッカーのさかんな国
９ ブラジル」
時 ○ブラジルと日本のかかわ

りについて様々な視点
から調べブラジルの人々
の暮らしについて理解を
深める。

第 「発表しよう しょうかい
1 0 しよう」
時 ○それぞれが調べたこと

を発表し合い，お互いの
見方や考え方を広げ，
深める。

時 視点単元名（教材名） 教育資源の活用・備考

○中国と日本の交流について ・中華料理について知
歴史で学んだことを振り返 っていることを発表
ってみよう。 させる。
○餃子づくり体験をしよう。
日本と中国の餃子の違い ・餃子づくりを通して
(材料やつくり方) 外国の方（中華料理

店の方）と積極的に
○ ふれあいながら交流中国と日本のこれからにつ

する。いて考えよう。

○韓国の方から韓国の暮らし ・韓国料理について知
や文化について教えてもら っていることを発表
おう。 させ，今後の活動へ

の意欲づけを図る。
○韓国の生活文化を体験しよ
う。 ・韓国料理店の方に授
・韓国の料理 業の学習内容やねら
(チヂミ，キムチなど) い 目的や質問事項,

・韓国の遊び を確認しておく。

○韓国の楽器演奏(チャンゴ)

体験や交流を通して気づい○
たことをまとめよう。

国際理解教育に焦点をあてた

学習内容

○いろいろな国の食べ物を紹 ・インターネット
介する。

○わかったことをまとめ，そ ・今までお世話になっ
の中で た外国の方に質問を, 交流の意義につい

通じて，交流を続けて，感想を記入し，発表す
てみてはどうか 問る。 ,
いかける。

受

容

受

容

受

容

受

容

共

生

受

容

共

生



- 24 -

国際理解教育の指導の工夫（指導案例）

１ 単元名「お隣の国 韓国」

２ 本時のねらい

・韓国の生活文化を体験することを通して韓国の特色や日本とのかかわりに気づくことができ

る。

・体験や交流から気がついたことをまとめることができる。

３ 本時の展開 （３／１０ ４／１０）,

段 階 学 習 活 動 教育資源の活用・備考

導 ○韓国の暮らしや文化について学習することを確認する。

，・韓国料理について知っているものや料理法を発表させ

今後の活動への意欲づけを図る。

入 ○ゲストティーチャーを紹

介する。

○韓国の生活文化を体験しよう ○韓国の料理や遊び 楽器,
・韓国の料理(チヂミ，キムチなど) 等を準備し 体験させる,

展 ・韓国の遊び 中で 質問したいことや,
・韓国の楽器演奏(チャンゴ) 聞きたいことをメモする

開 ように指示する。

○韓国の方に質問しよう

・日本から見た質問だけでなく 韓国から日本への質問 ○韓国の方から子どもたち,
も予想しながら質問事項や項目を考えさせる。 への質問も聞くようにす

る。

ま ○体験や交流を通して気づいたことをまとめよう。 ○日本と韓国の相違点と共

と ・ワークシートなどを活用して記入しやすくする。 通点があれば それを記,
め 入できるような様式にす

る。

日本から見た視点だけではなく 韓国からの視点を考えさせ,
ることで 受容と共生の考え方をはじめ 多角的・多面的な, ,
見方を養う。

韓国の方から 韓国の暮らしや文化について教えて,
もらおう
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小学校６年 社会科 「世界の人々とともに生きる」 ５時間

「世界で活やくする日本
第 人」
１ ○世界の平和や環境保護
時 のなどのために活躍し

ている日本人がいるこ
とや，その貢献につい
て理解する。

「子どもたちを守る」
第 ○ユニセフのはたらきを
２ 追究することから，全
時 ての子どもの人権を守

る取り組みや国際連合
のはたらきについて理
解する。

「地球の環境とともに生
きる」

第 ○地球環境をめぐる様々
３ な問題があることや，
時 その解決のために世界

中の国や諸団体が協力
し合い，努力している
ことを理解できるよう
にする。

「交流の輪を広げる」
○世界の国々が，スポー

第 ツや伝統芸能などを通
４ じて積極的に交流を持
時 ち，相互理解を進めて

いることを理解し，こ
れからの交流について
主体的に考える。

「これからの世界とわた
したち」

第 ○すべての人の人権が尊
５ 重され，安心して暮ら
時 すことができる社会を

目ざして，これからど
のように生きていけば
よいかについて考え，
発表する。

時 視点単元名（教材名）
教育資源の活用・備考

○今、世界にはどのような問

題があるのか考えてみる。

○自分たちの身のまわりの国 ・富良野市ホームペー

際化に目を向けてみる。 ジ

・駅や空港の表示板 ・観光案内所

・観光案内 ・富良野市在住外国人

・富良野市のホームページ

・外国人登録者数(広報)

これからわたしたちはどん○

なことを考えて暮らしてい

けばよいのか考えてみる。

○教科書の写真やユニセフの ・ユニセフのパンフ
資料から、世界の子どもた レット
ちの状況を考える。

○子どもたちを救うために、 ・ユニセフのホーム
どのような活動が行われて ページ
いるかを考える。
○牛乳パックリサイクルで得 ・児童会活動
たお金でどんなことができ
るのかを知る。

自分たちにもできることは○
ないかを考える。

国際理解教育に焦点をあてた

学習内容

受

容

共

生

共

生

受

容

発
信
・
具
体
的
行
動
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国際理解教育の指導の工夫（指導案例）

１ 単元名 「これからの世界とわたしたち」

２ 本時のねらい

・すべての人の人権が尊重され，安心して暮らすことができる社会を目ざして，これからどのよ
うに生きていけばよいか 考えることができる。,

・考えたことをわかりやすく発表することができる。

３ 本時の展開 （５／５）

段 階 学 習 活 動 教育資源の活用・備考

導 ○世界の安心して暮らせない人々の様子をＶＴＲで見るこ ○ストリートチルドレンや

とで 問題意識をもつ。 少年兵などの写されたＶ,
ＴＲやテレビ録画を用意

する。

入

○資料集や教科書 ホームページ等から該当の資料を見せ ○安心して暮らすための要, ,
ワークシートに記入する。 素を挙げさせてみる。

展

○外国の方が安心して富良野市で過ごせるように わたし,
たちの身のまわりの国際化に目を向けてみよう。

開 ・駅や空港の表示板

・観光案内

・富良野市のホームページ

・外国人登録者数(広報)

ま ○これからわたしたちはどんなことを考えて暮らしていけ

と ばよいのか考えよう。

め

外国の方が安心して過ごせる街が自分たちにとっても過ごし

やすいことを確認し 過ごしやすい街にする努力が大切であ,
る。そのためにもどういうことを留意しなければいけないか

を考えさせる。

世界には人々が安心して暮らせない どのような,
問題があるのだろうか

自分たちにできることは何だろう
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小学校５年 算数科 「円」 １時間

「円」

○円周の長さ

・円周率の意味，直径や

半径の長さと円周の長

第 さの関係

・円周率の歴史

・円周の長さの求め方，

１ 直径の長さに伴う円周

の長さの変わり方

○円の面積

時 ・円の面積の求め方

・円の面積とその適用

○たしかめてみよう

・単元のまとめ

○わくわくチャレンジ

・花時計の大きさを調べ

よう

時 視点単元名（教材名）

国際理解教育に焦点をあてた

学 習 内 容 教育資源の活用・備考

○いろいろな円の円周の長さ

を測る活動を通して，円周

について知る。

○円周の長さは直径のおよそ

何倍になっているか調べ，

一定であることに気づく。

○円周率の由来や意味，歴史 教科書の

を調べる。 「円周率の歴史」その中で, 普段

・インターネットを使っている数字や記号と自

活用する。分たちの生活との関わりを

・ 4000年ほど前の知る。

古代エジプト

○円周率の意味を知り 直径 ・ギリシャのアルキ， ，

円周，円周率の関係を公式 メデス

にまとめる。 ・ルドルフ

○円周の公式を用いて，円周 ・シャンクス

の長さを求める。

○円周の公式を用いて，円周

の長さがわかっているとき

の直径の長さの求め方を考

える。

○円周率を使った問題を個人

。で考え, 作成し, 発表する

○おうぎ形の面積や，弧の長

さを求める。

受

容
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国際理解教育の指導の工夫（指導案例）

１ 単元名 「円」 小学校５年生

２ 本時のねらい

・円周率の歴史を学習する中で 普段使っている数字や記号と自分たちの生活との関わりを知る,
ことができる。

３ 本時の展開（１／１）

段 階 学 習 活 動 教育資源の活用・備考

導 ○いろいろな円の円周の長さを測り 円周とはどういう意 ○コンパスや定規等,
味なのか 知る。,

○円周の長さが直径のおよそ何倍になっているか 調べる,
ことで 関係が一定であることに気づく。,

入 ○円周率の歴史を学習することを確認する。 ○教科書

○教科書で円周率の歴史を調べ ワークシートに記入して ○ワークシート,
展 いく。

○記号をどういうときに見たことがあるかを発言させる。 ○ゲーム機やパソコンなど

○使っている数字や記号と自分たちの生活との関わりで気 の記号が記載されている

開 がついたことをワークシートに記入する。 ようなマニュアル 漫画,
○記入された内容をもとに グループの中で発表し合う。 本等を参考に見せるとよ,

い。

○円周率の意味を知り，直径，円周，円周率の関係を公式 ○公式を書き入れる形のワ

にまとめる。 ークシートなどを活用す

○円周率を使った問題を個人で考え 作成してみる。 る。,
ま

と

め

○円周の公式を用いて，円周の長さを求める。

○円周の公式を用いて，円周の長さがわかっているときの

直径の長さの求め方を考え 発表する。,
○おうぎ形の面積や，弧の長さを求める。

円周率の歴史を調べ 自分たちとの関わりを考えよう,

, ,円周率を使った問題を作成し グループで発表し合い

その問題の完成度の順位を付けてみることで 他との,
考え方の違いを受け入れる態度を身に付ける。
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小学校6年 総合的な学習の時間 「カナダの人たちこんにちは」 25時間

第 「国際理解事前調査」

1 ○自分がどれぐらい外国の

～ ことを知っているか把握

3 する。

時

（日本人と外国）

○日本と外国とのつながり

が密接になってきている

ことを知る。

・外国との協力が欠かせな

いことを知る。

第 「私たちの町とカナダ」

4 ○自分の住んでいる町とつ

～ ながりの深い国について

6 知る。

時

第 「伝えよう私たちの国」

7 ○カナダの人たちに何を伝

～ えたら日本らしさを感じ

12 てもらえるか考える。

時

第 「ビデオレターを作ろう」

13 ○言葉の違う人たちにどう

～ やって伝えたらいいかを

18 考え，工夫することがで

時 きる。

第 「返事が返ってきたよ」

19 ○カナダから帰ってきたビ

・ デオを見て，自分の国と

20 の違いや共通点を見つけ

時 る。

○それぞれの国を尊重する

気持ちをもつ。

第 「いろいろな国のついて調

21 べよう 」。

～ ○他の国について自ら進ん

25 で調べて，他国の文化を

時 尊重して理解する。

時 視点単元名（教材名）

共

生

共

生

自
己
の
確
立

具
体
的
行
動

受

容

具
体
的
行
動

外国に行く日本人の数や日 ・海外渡航者数や○

本に来る外国人の数の推移 国内の外国人の

や人的，経済的，文化的な 数を表すグラフ

関わりについて調べる。 ・インターネット

での調べ学習

国際理解教育に焦点をあてた

学習内容
教育資源の活用・備考

○姉妹都市であるカナダの町 ・ＡＬＴの話 交,
と自分たちの町とのつなが 換留学の経験の

りについて インターネッ ある高校生,
トで調べる。 ・交換留学に来た

○ カナダの高校生ＡＬＴや留学体験のある高校

生，留学に来ているカナダの

人に話を聞く。

○姉妹都市の小学生に知らせ ・５年生での学習

たいことを考える。 「日本ってどんな

」 。○外国の人から見た日本らし 国 を活用する

さについて考える。 ＡＬＴの話・

・交換留学生の話

○言葉の違う人への ・ＡＬＴのサポー伝え方や

ト（簡単な英会表現方法を工夫する。

・具体的な活動を見せる 話や英単語の指

・簡単な英会話 導）

・クイズなど ・表現方法の工夫

○カナダから送られてきたビ ・ビデオ鑑賞

デオを見て，文化の違いや ・ＡＬＴの補足説

共通点を見つける （食事の 明。

習慣や学校での活動の共通

点，相違点など）

○カナダ以外で自分が興味を ・インターネット

もった国について進んで調 ・ＪＩＣＡの利用

べる。 ・テレビ映像
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」北海道の祭り「よさこい

国際理解教育の指導の工夫（指導案例）

１ 単元名「カナダの人たちこんにちは」

２ 本時のねらい

・５年生での学習「日本ってどんな国」を生かしてカナダの小学生の人に伝えたいことを考える

ことができる。

・課題解決の方法や発表の方法や場面を見通して自分の課題を決定することができる。

３ 本時の展開（７／２５）

段階 学 習 活 動 教育資源の活用・備考

導 ○前時までの確認 ○ＡＬＴの活用

・外国と日本のつながりの重要性の確認 ○ファイルのふり返り

入 （人的，物的，文化的，経済的なつながりが

年ごとに増えていること）

・カナダの場所や公用語

（地図やファイルによる確認）

展 ○５年生での学習「日本って

どんな国」を活用する。

・一人一つ伝えたい日本らしさを考える。

開 ・５年生の時に学習した「日本ってどんな国」

のことを思い出しながら，外国の人からみて

日本を感じることができるテーマを考える。

・考えたテーマについてどうやって調べるか，

調べたことをビデオの中でどうやって伝える

かも考慮しつつ考える。

・日本のこと，北海道のこと，地域のことから

日本らしさを感じてもらえるものは何か 考,
える。

○中間発表

・友だちのテーマと比較しながら，自分の考え

を明らかにしていく （関連しているテーマ。

はないか。一緒にできそうなことはないか。

参考になりそうなものはないか，実現可能な

テーマかどうかなど）

○テーマの決定

（個人テーマまたはグループテーマ）

ま ○テーマの発表 理由と今後の見通しを発表する ○テーマをきいて教師が子ど（ ）

と ・発表したテーマについて みんなから質問す もの良い点を評価する。,
め る。 （見通しや理由などでの気

， ）・教師が各テーマについてコメントをする。 づきや考え方 工夫など

○教師の評価をファイルに記入する。

（次時の活動につなげる）

伝えよう私たちの国

箸の使い方

スキー場やジャンプ台

特産物・農産物

少年団・スポーツ

気候

自分の考えや意見を出すことが重

要であることを確認し 自分の意,
見にこだわらず 他の意見や主張,
についても受け入れることが大事

なことだと指導する。
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小学校６年 総合的な学習の時間 「レストランでお食事を」４時間

「英語で食べ物」

第 ○レストランにある食べ

１ 物を英語で言うことが

時 できる。

「注文できるかな１」

，第 ○注文の取り方や頼み方

２ お金の支払い方などを

時 知る。

○レストランで必要な英

語表現を進んで練習す

る。

第 「注文できるかな２」

３ ○レストランで使う会話

時 の幅を広げようとする

ことができる。

「レストランごっこをし

第 よう」

○レストランを開き，店

４ 員や客になりきってレ

ストランごっこの活動

時 をする。

時 視点単元名（教材名）
国際理解教育に焦点をあてた

学習内容 教育資源の活用・備考

○ ・ＡＬＴpractice
・メニュー

グループごとに店員とお客 ・品物の絵や写真
に分かれ，英語表現の練習 ・お店屋さんごっこ
をする。 で使うお金

greeting○

を歌う。Good bye Song

○ 挨拶

presentation○

注文の取り方や頼み方を知 ・品物の絵や写真
る。

○ハンバーガーショップで売
られている品物を英語で言
う。

presentation○

注文の取り方や頼み方を知 ・品物の絵や写真
る。

○ハンバーガーショップを開 ・品物の模型
き，品物を並べる。

○ハンバーガーショップのメ
ニューを使って対話する。

発

信

発

信

発

信

発
信
・
具
体
的
行
動
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国際理解教育の指導の工夫（指導案例）

１ 単元名「レストランでお食事を」 ６年生総合

２ 本時のねらい

・注文の取り方や頼み方，お金の支払い方などを知る。

・レストランで必要な英語表現を進んで練習する。

・レストランで使う会話の幅を広げようとすることができる。

３ 本時の展開(４／４)

段 階 学 習 活 動 教育資源の活用・備考

○ＡＬＴt Good morning everyone.
導 ○教師がはじめに声をかけs Good morning.

児童に声をそろえて応答t How are you ?
入 させる。s I m fine thank you.And you ?’

発音とともに意味や使いt I m fine.’

方も伝える。How is the weather ?
s It s sunny.’

○メニュー

( ) ( ) ○品物の絵や写真W waitress G guest
・品物がわからないときはW Hello.

展 ＡＬＴが説明する。詳しG Hello.
く知っている児童にたずW How many ?
ねるのもよい。G Four.

(着席したらメニューを渡す)W This way,Please.
○ハンバーガーショップのW What would you like?
店員の服装G1 I d like the corn soup and tuna salad.’

W What would you like ?
○お店屋さんごっこで使うG2 I d like the chocolate cake and orange juice.’

開 お金W What would you like ?
G3 I d like the green salad and coffee.’

W What would you like ?
G4 I d like the fruit sundae.’

W Thank you.

・グループごとに店員とお客に分かれ，

英語表現の練習をする。

ま

t Let s sing the Good bye Song .と ’ “ ”

め を歌う。s Good bye Song
○少人数のグループをつくt See you next time.
らせ，できるだけ多くのs See you.
児童に話させる。t Good bye.

○英語の歌ＣＤs Good bye.

グループで役割分担をして，活動

することに重点を置き，発音やイ

ントネーションはこだわらないよ

うにする。

コミュニケーションをとろうとす

る姿勢や意欲が大切であるという

指導を重視する。

注文の取り方や頼み方を知ろう
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各１時間中学校１～３年 国 語
１年「和語・漢語・外来語」 ２年「古典を楽しもう」 ３年「話し合いで問題を解決しよう」

「 」和語・漢語・外来語

１ ○和語・漢語・外来語の
区別について理解し，

学 語彙に関心をもつ。
○日本と中国との深い関

年 わりを見いだす。
○世界の中で生きている
実感をもたせ日本人と
しての自覚を深める。

「 」古典を楽しもう 論語

２ ○訓読の仕方を知り，漢
文特有の言い回しに注

学 意して朗読する。
○孔子のものの見方や考

年 え方をとらえる。
○日本と中国との深い関
わりを見いだす。

○世界の中で生きている
実感をもたせ，日本人
としての自覚を深め
る。

「話し合いで問題を解決
しよう」

３
○学校生活や実社会で直

学 面する問題を討論によ
って解決する方法を学

年 ぶ。
○相手の立場や考えを尊
重しながらも自分の立
場を論理的に説明し，
問題を創造的に解決す
るための話し合いの仕
方を学ぶ。

受
容
・共
生

受
容
・
共
生

時 視 点単元名（教材名）

受
容
・
共
生

国際理解教育に焦点をあてた

学習内容

教育資源の活用・備考

○他国の文化や思想を吸収し ・漢和辞典

ていくために， ・国語辞典漢語や外来

・新聞や雑誌語を用いる必要があったこ

・資料集とを知る。

○身の回りでどのような語が

使われているか，新聞や雑

誌などから気づいたものを

調べる。

○「バラ 「菊 「たばこ」」 」

はどの種類の言葉か考え

る。

○ ・資料集論語を学び，中国の言語文

・音声ＣＤ化が我々のものの考え方に

（中国語）今も大きく影響しているこ

・今も影響を与えてとを知る。

○論語をくり返し音読し，漢 いる具体的な例を

文のリズムに慣れる。 示す。

○漢文の読み方を理解する。

○論語から好きな言葉を選び

孔子の言葉にあてはまるよ

うな出来事を思いうかべて

発表し合う。

○「パネル討議」の意義・方 ・グループ討論，デ

法などをとらえ，実際にテ ィベートの仕方，

ーマについて考える。 ディスカッション

○「グループ討論」を通して の仕方など既習事

グループとしての意見を決 項を復習してから

める。 パネル討議の仕方

○ を学ぶ。国際理解にかかわりのある

テーマで実際に全員で話し

合い，結論をまとめる。
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国際理解教育の指導の工夫（指導案例）

１ 単元名「和語・漢語・外来語」 第１学年 国語

２ 本時のねらい

・和語・漢語・外来語の区別について理解し 語彙に関心をもつ。,
・諸外国との深いかかわりを見いだし 世界の中で生きている実感をもたせる。,

３ 本時の展開（１／１）

段 階 学 習 活 動 教育資源の活用・備考

導 ○和語・漢語・外来語について学習することを確認する。 ・黒板

入

○牧場（ ）まきば ボクジョウ

（くさはら ソウゲン）○和語・漢語・外来語について理解する。 草原

・和語・漢語・外来語とはどのようなものであるか 解説 ○漢語は文化や思想などに，「 」

を読んで理解する。 関する事柄のような抽象

的な概念を表すことが多

い。

展

○ランナー（走者 ，セン）

○ 課題への取組を通して理解を深める。 ター（中堅手 ，バック）

・ 課題」の用例から，他の種類の語に置き換えられるもの ホーム（本塁送球 ，ラ「 ）

を考え，置き換えるとどのように印象が変わるかを話し合 ンナー（走者 ，スライ）

う。 ディング（滑り込み ，）

○ 和語・漢語・外来語の理解を確認する。 タッチ（接触）など

「 」 」 （ ）， （ ）開 ・ 研究」の用例「バラ 「菊 「たばこ」について, どの ○菊 漢語 バラ 和語

種類の言葉か考える。 たばこ（ポルトガル語）

な・身近な生活の中の和語・漢語・外来語に目を向けさせ，実 ○資料集・新聞・雑誌

ど際に調べてみる。

二年国語「カタカナ抜○

きで話せますか」に記

載されていた具体例に

ふれる。

○ノート

ま ○ 本時を振り返り 学習記録を書く。 ○身の回りの外来語がもと,
・和語・漢語・外来語についてわかったことを書く。 もとはどこの国の言葉な

と のか いくつか調べてみ,
るように投げかける。

め

古くから日本が中国の古典や思想に大きな影響を受けて

， ，きたこと 日本が中国の文化や思想を吸収していくために

それらを表す語として必然的に漢語を用いなければなら

なかったことを理解する。

， ，今 現在も 外国から新しい物や概念がもたらされるとき,
外来語としてそれを受け入れていることを理解する。

身近な言葉の中にも 諸外国との密接な結びつきがあるこ,
とについて 感じたことを数行程度で記録する。,

身近な言葉と外国との結びつきについて調べてみよう
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中学校 社会科地理 【世界と日本の暮らしと文化】 ６時間

「 」第 日本の暮らし再発見①

，１ ○日本の伝統文化を知り

時 その素晴らしさについ

。て考えることができる

「 」第 日本の暮らし再発見②

２ ○日本の伝統文化の素晴

時 らしさを自分の言葉で

伝えることができる。

第 「他国の文化～食事・

３ 住まい・宗教～」

，時 ○他国の伝統文化を知り

その素晴らしさについ

。て考えることができる

第 「言葉とともに生きる」

４ ○地域による様々な言葉

。時 があることを理解する

第 「秋田の人々と文化」

５ ○北国の文化について地

時 理的事象との関わりで

考えることができる。

第 「沖縄の人々と文化」

６ ○沖縄の文化と北海道の

時 文化を比較し相違点を

考えることができる。

時 単元名（教材名） 視 点

自
己
の
確
立

受
容
と
共
生

自

己

の

確

立

○様々な日本の伝統文化を知 ・地域の人材を活用

る。 （茶華道・柔道・剣

○その素晴らしさについて考 道・衣食住・年中

える。 行事など）

国際理解教育に焦点をあてた

学習内容 教育資源の活用・備考

・ＡＬＴの活用

○アイスブレーキング ・気楽に話せる雰囲

○ＡＬＴの出身地を確認し 気づくり,
紹介する。 ・実物・実演を中心

とし，わかりやす○日本の文化を紹介し，

い内容にする。その素晴らしさを伝える。

○ＡＬＴから出身地の文化を ・ＡＬＴの活用

紹介してもらう。 ・実演・実物・画像

など 紹介のとき○その地の文化の素晴らしい ,
の工夫ところを発見する。

・グループ活動

・地域人材の活用○様々な地域の方言を知り，

（他地域からの移考え方の違いを理解する。

住者）

○秋田の文化の例を挙げ，そ ・実物・画像を活用

の する。文化と地理的事象との関

連を考える。

○沖縄で知っているものを ・沖縄の物の実物か

あげる。 画像を活用する。

○沖縄のものと北海道のもの

を比較し，相違点を理解す

る。
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国際理解教育の指導の工夫（指導案例）

１ 単元名 「世界と日本の暮らしと文化 」 第１学年 社会科（地理）

２ 本時のねらい

・自分らしさを自分の言葉で伝えることができる

・他国の伝統文化を知り，その素晴らしさについて考えることができる

３ 本時の展開（２／６・３／６）

段 階 学 習 活 動 教育資源の活用・備考

○ＡＬＴの活用

導 ○ＡＬＴとのアイスブレーキング ○英語科教師の活用

○ジャンケンなど気楽に短

○ＡＬＴの出身地を地図帳などで確認 時間ででき，文化の共通

入 点や相違点が再認識でき

○ＡＬＴの出身地について知る。 る内容であればよい。

○気候や自然条件などを把

握させる。

○前時でまとめた日本の伝統文化について身振り・手振り・実 ○グループ活動

演・実物などＡＬＴにも理解できるように説明をする。 ○英語科教師の手を借りず

に言語に頼らない発表を

展 行う。

○自分たちが考える日本の伝統文化の素晴らしいところを簡単 ○英語科教師の手を借り，

な言葉で説明する。 日本語で発表し，必要が

あれば通訳する。

開 ○ＡＬＴから自国の伝統文化について説明をしてもらう。

○わかりやすくするために

実演・画像を用いて工夫

○質問のやりとり する。

○紹介してもらった伝統文化について素晴らしいところをグル ○グループ活動で考えると

ープで考え，発表する。 ころだが 個人で興味の,
ま ○イスラム・アジア圏の文化についても簡単に触れる。 ある 印象に残った文化,
と について発言させる。

め

ＡＬＴと自分たちの伝統文化の素晴らしさを伝え合おう

英語圏だけではなく，世界には様々な文化があるこ

とを紹介し それぞれに特色のある伝統文化がある,
ことを伝える。
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中学校 社会科公民 【地球社会の危機を救うために】 １８時間

第 「地球が危ない」

受１ 「限りある資源」

「 」～ 発展と停滞のはざまで

「 」４ 国境をこえた助け合い

時 ○現在地球が置かれてい

容る現状を多面的に捉え

させる。

共第 「ともに生きる①」

５ ○今日的諸問題を把握さ

・ せる。

生６

時

自第 「ともに生きる②」

己７

の時 ○課題を設定させる。

確○課題解決の見通しを持

立つ。

第 「ともに生きる③」

８

発～ ○レポートを作らせる。

信18 ○討論の準備をさせる。

・時 ○発表・討論会

具○ディベートを行いさま

体ざまな側面から問題を

的捉えさせる。

行○具体的行動を考えさせ

動る。

○活動する。

○まとめ

時 視点単元名（教材名）

○地球環境問題について理解 ・グラフ・写真な

する。 ど具体的資料の

○これからのエネルギーを考 提示

える

○南北・南南問題を資料等を

使って理解する。

○ＯＤＡ・ＮＧＯの活動と課

題について理解する。

国際理解教育に焦点を

あてた学習内容 教育資源の活用・備考

○ ・教師側でも資料現代社会が現在抱える諸問

を用意し補足す題について知っていること

る。を互いに発表し合う。

○ともに生きることを妨げよ

， 。うとする 問題を理解する

○自分が取り組む課題を決め ・資料の集め方や

る。 取り上げる内容

○同じ課題を選んだ生徒で班 の分担などを決

編成をし，班毎に課題追究 める。

の計画を立てる。

○班毎に調べ学習を実施し， ・インターネット

集めた資料をもとにしなが 図書室などの利

ら，得られた情報を整理す 用

る。

○レポートに盛り込む内容を

， 。吟味し 制作に取りかかる

○班毎に発表を行う。 ・状況に応じて教

○ 師も参加する。発表が終わるたびに討論を

実施する。

・小さなボランテ○自分達のできることを考え

ィアる。

・ＰＲ活動○実際にできる活動に取り組

・交流活動などむ。

○自分の考えを作文にまとめ

る。
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国際理解教育の指導の工夫（指導案例）

１ 単元名「地球社会の危機を救うために」 第３学年 社会科（公民）

２ 本時のねらい

・現在社会が抱える諸問題について知るために 班ごとにテーマを絞ることができる。,
・地球規模の問題について 課題を設定し 調べる計画を立てることができる。, ,

３ 本時の展開（７／１８）

段 階 学 習 活 動 教育資源の活用・備考

○前時の学習を想起し, 現代社会が抱える諸問題にどのような ○前時のノートや資料 プ,
ものがあったかを発言する。 リント

○どの問題が「地球にとって深刻か」順位を付けてみる。

導 ・地球温暖化

・ゴミ問題

入 ・エネルギー問題 等

○順位を付け, １位から３位までの順位付けの理由を考え, プ ○プリント

リントに記入する。

展

○１位に選んだ生徒同士でグループを作る。

・人数が４～５人以上の場合は グループを２つに分割する,
ことを考慮する。

○解決に必要な事柄を話し合う。

班長 副班長を決める。その他 分担を決める。, ,
○グループで課題解決計画書に記入する。 ○課題解決計画書

開 ・問題を解決するために必要なものなど どこで 何を使っ ○資料集, ,
て だれが担当するか ○ホームページ, ,
例 場 所：図書室 パソコン室 ○教科書,

使う物：資料集 教科書（社会科） 書籍 等, ,

ま ○次時から調査活動に入るために 必要な道具を確認する。,
と ○調査活動に入るにあたって 教師から諸注意を伝える。,
め

地球規模の深刻な問題をその原因も含めて調べ 自分が,
今 何をすべきかを考えてみよう,

地球規模の深刻な問題に対して 最終的には自分でなにを,
すべきなのかをまとめ 実行することを念頭に計画を立て,
る。
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各１時間中学校１～３年 数 学
１年「和算に挑戦しよう」 ２年「つるかめ算」 ３年「算額に挑戦しよう」

「和算に挑戦しよう 」

１ ○和算を通して数学と文
化のつながりに関心を

学 もち それぞれの特徴,
を調べようとする。

年 ○和算と方程式の解き方
を比べて 方程式のよ,
さに気づくことができ
る。

「つるかめ算」

２ ○つるかめ算に関心をも
ち いろいろな解き方,

学 を考えようとする。
○それぞれの解き方につ

年 いて その考え方を説,
明することができる。

「算額に挑戦しよう」

３ ○和算の歴史を知り 昔,
の偉人たちの業績にふ

学 れることができる。
○算額の問題を条件を整

年 理しながら 三平方の,
定理を利用して解くこ
とができる。

自
己
の
確
立

自
己
の
確
立

時 視 点単元名（教材名）

自
己
の
確
立

国際理解教育に焦点をあてた

学習内容

教育資源の活用・備考

○江戸時代の数学の問題を現 ・単位の換算につい

代文に直したものを読む。 て ふれる。,
,○問題の答えを求めるための ・数の呼び名に 万（

式を考え 答えを求める。 億 兆など）につ, ,
○和算による解き方（術）を いて「塵劫記」に

じんこうき

見て １次方程式を利用し 紹介されているこ,
た解法と比べて 気づいた とを教える。,
ことを発言させる。

○方程式のやり方と日本の和

独自な算の考え方を比較し

計算方法による和算につい

て知る。

○つるかめ算の問題を読み ・解き方を考える

解き方を数種類考える。 ときに 方程式の,
○それぞれの解き方の考え方 考え方以外の考え

をノートに記入し どの解 を大事にする。,
き方が能率的か 順位をつ,
ける。

○連立方程式による解き方が

和算の解き能率的な点と,
方の発想の豊かなことを知

る。

○和算の歴史について簡単に ・和算の歴史につ

説明をする。 いての説明する。

○絵馬の問題について わか ・わからない長さの,
っている長さを記入する。 ところは 文字を,
○補助線を引いて どの部分 用いることを確認,
がわかれば解けるかを理解 する。

する。

○三平方の定理を使いながら

問題を解く。

○和算の歴史とともに偉人の

日本の独自な業績を知り,
文化としての和算の役割に

ついて考察する。
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国際理解教育の指導の工夫（指導案例）

１ 単元名 「算額に挑戦しよう」 第３学年 数学

２ 本時のねらい

・和算の歴史を知り 昔の偉人たちの業績にふれるとともに 数学史について関心や意欲をも, ,
つことができる。

・算額の問題を条件を整理しながら 三平方の定理を利用して解くことができる。,

３ 本時の展開（１／１）

段 階 学 習 活 動 教育資源の活用・備考

○教師が和算の歴史について簡単に説明をする。 ○「塵劫記」について 資,
導 料等を提示する。

○商売に結びついた問題等

入 のことにもふれる。

○日本の神社に奉納されている絵馬の問題について紹介し 取,
り組んでみる。

展 ・円柱を真横から見ると平面図形に見えることから 平面図 ○長さがわからないところ,
形の問題としてとらえられることを確認し どこの長さを は 文字を用いて表せば, ,
把握できれば 円柱の高さを求められるかを考える。 よいことを確認する。,

・参考図をもとにして グループに分かれて わかっている, ,
長さを記入する。

・最後に残った わからない部分の長さを把握し どのよう, ,
開 に求めるかを考え 解き方をノートに記入する。,

○各グループで算出した答えを黒板に書かせて 答え合わせを,
行う。

ま ・グループごとに 江戸時代に隆盛を極めた和算についての ○何人かの複数で調べるこ,
と 数学史を調べてまとめる生徒と和算で奉納された問題を調 とも可とする。

め べて その解き方を調べる生徒に分かれる。 ○図書館等の利用について,
・課題についての確認をする。 も推奨する。

江戸時代の名著「塵劫記」についてふれ 日本独自に発達,
じんこうき

した和算の特徴や意味を考える。

数学史を調べたグループと解き方を追究したグ

ループごとにまとめたものを発表する。

昔の数学の問題を解いたり その頃の数学史について,
調べ 日本独自な考え方にふれよう。,
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２０時間中学校３年 理科 「地球環境について考えよう」

「生物と地球環境」

第 １章 生物どうしのつなが

１ り

～ ○自然界では生物と環境要

７ 因が互いにかかわり，つ

時 りあいが保たれているこ

とを理解する。

「生物と地球環境」

第 ２章 自然と人間の共生

８ ○酸性雨や地球温暖化

～ オゾン層の破壊などの地

15 球環境の変化を理解し，

時 環境を保全し，自然と共

生していこうとする態度

を養う。

第 「生物と地球環境」

16 ３章 自然と人間の生活

～ ○人類には地球環境の維持

18 や自然との共生が求めら

時 れていることを理解・認

識する。

「地球環境と環境問題」

第 ○国，それぞれに地形や風

19 土・歴史によって，せま

・ る環境問題があり，環境

20 に対する考え方や対応に

時 大きな違いがあることを

理解し，自分たちででき

ることを考える。

時 単元名（教材名） 視 点

受

容

共

生

自
己
の
確
立

具
体
的
行
動

○自然界における生物どうし ・ＡＬＴ

のつりあいについて理解 ・富良野市在住の外

する。 国人

（２～３ヶ国）○自然界の循環やそれに伴う

つりあい, 環境問題につい

ての外国人の考え方を知り

その特長を掴む。

○酸性雨や地球温暖化，オゾ ・ＡＬＴ

ン層の破壊など地球環境 ・富良野市在住の外

の変化を知る 国人。

様々な国が直面している環○

境問題について知り，自然

界と共生していくためにど

のような努力をしているか

について話し合う。

○日本固有の自然に関心を持 ・富良野市内の地質

ち，地震がもたらす災害， 調査

火山がもたらす災害や恩恵 ・河川の様子

について考える。 ・富良野市役所環境

○ 課身近な自然とのかかわりの

具体例を通して，今後の自

分たちの課題を見つける。

○他国で地球環境を維持し， ・ＡＬＴ

自然と共生していくために ・富良野市在住の外

力を入れていることを調べ 国人

てみる。

外国人から，日本と環境に○

対する考え方や，環境を守

るための対応の違いを知り

自分たちでできることを考

える。

教育資源の活用・備考国際理解教育に焦点をあてた

学習内容
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国際理解教育の指導の工夫（指導案例）

１ 単元名 「地球環境について考えよう」 第３学年 理科

２ 本時のねらい

・外国の環境問題に対する考えを知り，日本の考え方と比較して考えさせる。

・外国の環境問題に対する対応を知り，日本の対応と比較し，自分たちでできることについて

考えさせる。

３ 本時の展開（２０／２０）

段 階 学 習 活 動 教育資源の活用・備考

導 ○前時に調べた地球環境を維持するために自国で力を入れてい ○富良野市在住の方のリス

ることについて ５グループ ５ヶ国について が発表する トから，５ヶ国の方に来， （ ） 。

てもらう。

入 ○それぞれの発表に対して，質問をしたり，感想を発表する。

○それぞれの国での環境問題や自然との共生についての考え方 ○グループの数と同じ人数

展 を５人（５ヶ国）から発表してもらう。 が参加すると話し合いや

交流が深まる。

○それぞれの発表に対して，日本との考え方の違いについて

まとめる。

開 ○５グループに分かれ，外国人を交えて指定された課題につい

て話し合う。(水の汚染を防ぐ オゾン層の破壊を防ぐ 温室, ,

）効果ガスを減らす 酸性雨対策 環境にやさしいエネルギー, ,

○各グループでの話し合いの内容について発

ま 表，交流する。

と ○授業の感想等をまとめる。

め

世界的な活動への関心が高まり 自,
分でできることを考え実行できるよ

うな学習にしていく。

将来に向けての世界規模の課題を見つめ 解決に向け,
た展望を考えよう



- 43 -

１０時間中学校２年 英語 「日本の伝統行事・文化を紹介しよう」

「 」Lesson 8
第 ○日本の伝統的武道・文化

１ について再確認する。

○ヨーロッパの文化につい

～ て知る。

○外国の歴史・文化と日本

５ との違いの一側面を理解

時 する。

「日本の伝統行事・文化を

第 紹介しよう」

６ ○外国の文化を知る。

時 ○日本の伝統的な行事・文

化を紹介する （教科書。

で学習した内容に関する

内容）

第 「 の計画を立てJapan Day
７ よう」

・ ○日本の文化を外国人に紹

８ 介したり，交流の準備を

時 進める。

「 の実施」Japan Day

第 ○富良野市在住の外国人に

９ 日本の文化を紹介し，理

・ 解してもらう。

10 ○招待した外国人との交流

時 を通して，触れ合いの機

会をつくり お互いを理,

解し合う。

時 単元名（教材名） 視 点

受

容

共

生

自
己
の
確
立

具
体
的
行
動

○合気道の寒稽古，節分につ ・ＡＬＴ

いて教科書で理解する。 ・富良野市在住の外

○ヨーロッパの風習について 国人

教科書で理解する。 （２～３ヶ国）

外国の歴史，文化について○

ＡＬＴより話を聞く。

○ ・ＡＬＴ富良野市在住外国人より，

・富良野市在住の外自国の独特の文化・伝統に

国人ついて話を聞く。

○グループに分かれ，日本の

伝統的行事の紹介を行う。

○日本の伝統的行事，文化に ・ＡＬＴ

ついて紹介する文を作成す ・富良野市在住の外

る。 国人

○「 」の内容を検 ・富良野市内に宿泊Japan Day
討し，役割分担をする。 している外国人

○招待のためのパンフレット

を作成する。

○計画にそって，日本の文化 ・ＡＬＴ

等について紹介したり，実 ・富良野市在住の外

演したりする。 国人

○招待者に感想を聞いたりし ・富良野市内に宿泊

てみる。 している外国人

○ ・留学生ゲーム等で交流を深める。

○ ・修学旅行生以後の交流の計画や約束事

を決める。

教育資源の活用・備考国際理解教育に焦点をあてた

学習内容
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国際理解教育の指導の工夫（指導案例）

１ 単元名「日本の伝統行事・文化を紹介しよう」 第２学年 英語

２ 本時のねらい

・外国の行事・文化の紹介を聞くことにより，日本の行事・文化について考えさせる。

， 。・日本の行事・文化の紹介を通して 外国の文化と比較しながら日本の文化の理解を深めさせる

・長い歴史に培われて育まれた異文化を理解し，共生しようとする気持ちを持たせる。

３ 本時の展開（６／１０）

段 階 学 習 活 動 教育資源の活用・備考

○富良野に住んでいる外国人に，自国独特の行事について紹介 ○富良野市在住の方のリス

導 してもらう （３カ国くらい） トから，都合の良い人を。

○それぞれの紹介に対して，質問をしたり，感想を発表する。 招待する。

入

○準備した日本の行事や文化についての発表を行う。 ○話し合いや交流を深める

展 （４～５グループ） ために グループ（４～,

５）の数と同じ人数がい

○それぞれの発表にたいして，参加してくれた外国人に感想 るとよい。

開 を聞いたり，質問をしてもらう。

○各グループに分かれ，参加してくれた外

国人を囲んで，日本の生活や自国のこ

と について交流をする。

○各グループでの話について，代表が短く紹介する。 ○「 」の活動にJapan Day

ま つなげることができると

と ○授業の感想等をまとめる。 よい。

め

○参加してくれた外国人の方にお礼のメッセージを書く。 ○書く活動との関連を十分

（宿題として提示し，完成後まとめて送る） 図る。

外国と日本との相違点共通点に着目す,
るように配慮する。

各国の伝統行事を知る中で 外国と日本との相違点や,
共通点を考えてみよう
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道徳 「平和を考える」 各１時間中学校１～３年

「日本人であることに誇

りを持ち，より良い日

１ 本人の姿を考えること

ができる」

学 ○外国人との交流から日

本人のあるべき姿につ

年 いて考える。

「外国人にとってより良

２ い日本のあり方を考え

ることができる」

学 ○外国人との交流から，

日本の社会のあり方を

年 考える。

「戦争の悲惨さについて

３ 深く考え，平和を築く

ための態度を身に付け

学 る」

○戦争のビデオを観て，

年 戦争の悲惨さについて

考える。

年 視点単元名（教材名）

自
己
の
確
立

受
容
と
共
生

受
容
と
共
生
・
発
信

国際理解教育に焦点をあてた

学 習 内 容 教育資源の活用・備考

○戦争をすべきかすべきでは ・ＫＪ法の活用

ないかを考え，その理由を

グループで考える。

○グループで話し合ったこと ・グループ学習

を発表する。

○戦争（紛争・内戦）のビデ ・ドキュメンタリー

オを視聴する。 ビデオ（ユニセフ

提供）○戦争がなぜいけないのかを

グループで考える。

○戦争のない，平和な世界を

つくるために必要なことを

考え，発表する。

○個人で感想を書き，発表す

る。

○外国人が日本に来て，困っ ・富良野市在住外国

たことや驚いたことを話し 人の活用

てもらう。 ・ＡＬＴの活用

・英語教員の活用○「外国人にやさしい日本」

であるためのの社会のあり

方について考える。

○外国人にやさしい日本の社

会をつくるために自分は何

ができるのかを考える。

○日本人に生まれて良かった

と思うことを挙げる。 ・富良野市在住外国

○日本人の悪いところを考え 人の活用

る。 ・ＡＬＴの活用

・英語教員の活用○外国人が見た日本人につい

て話を聞き，あるべき日本

人の姿を考える。
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国際理解教育の指導の工夫（指導案例）

１ 単元名 「平和を考える」 第３学年 道徳

２ 本時のねらい

・戦争の悲惨さを深く考え，戦争の原因を追究することができる。

・平和な世界をつくるために何が必要なのかを真剣に考えることができる。

３ 本時の展開

段 階 学 習 活 動 教育資源の活用・備考

○社会などで学んだ戦争を想起する。 ○ほとんどの生徒は「すべ

導 きではない」と考えるだ

○戦争をすべきか，すべきではないかを考える。 ろうが 「すべき」とす，

入 ↓ る考えがあれば，その理

・ すべき」 由を考えさせ 発表させ「 ,
・ すべきではない」 る。「

展 ○戦争をすべきではない理由を考え，発表する。 ○グループ学習

↓ ○この時点では，無理に考

・ 命を失うから・財産を失うから・家を失うから・学校を えを引き出さず，出てき「

失うから・食料を失うから」 た考えのみを取り上げな

がら発表させる。

○戦争（紛争・内戦）のビデオを視聴する。 ○ＫＪ法の活用

○ドキュメンタリービデオ

○もう一度戦争をすべきではない理由を考え，発表する。 を使用（ユニセフからの

開 ↓ レンタルビデオ）

・ 豊かな心を失うから・自由を失うから・未来を失うから「

希望を失うから」

○戦争を起こさないために何が必要なのか 考える。,
↓

・ 経済的な豊かさ ←教育・科学・協力・知識・技術「

差別や偏見をなくす←交流・話し合い・お互いの理解

いろいろな欲望をがまんする」

○戦争を起こさないために自分たちができることは何かを考え

ま る。

と ・外国の人との交流 ○ＫＪ法を用い，グループ

め ・自分たちが外国のことをよく知ること。 ごとに黒板にはる。

・自分たちが良くなること。

・日本人と外国人がお互い理解すること。

・自分勝手な考えで行動しない。

○感想を書いて，発表する

戦争について考えよう

目に見えるものごと

だけではなく，目に

見えないものにも気

づくように ビデオ,
。の場面を想起させる

（子どもの表情・

言葉など）




